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『
論
語
語
由
』

　
翻
刻
と
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
（
二
）

荒

　
木

　
雪

　
葉

凡
例

『

　
』
…
…
書
物
名

〔

　
〕
…
…
出
典

（

　
）
…
…
筆
者
に
よ
る
補
足
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二

有
子
曰
、
其
為
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
作
亂
者
、

未
之
有
也
。
君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
。

有
子
曰
は
く
、
そ
の
人
と
な
り
や
孝
弟
に
し
て
、
上
を
犯
す
こ
と
を
好
む
者
は
、

鮮す
く

な
し
。
上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ず
し
て
、
亂
を
作お
こ

す
こ
と
を
好
む
者
は
、
未
だ

こ
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ま
る
。
孝
弟
な
る

は
、
そ
れ
仁
を
為
す
の
本
た
る
か
。

有
子
が
言
っ
た
。「
そ
の
人
と
な
り
は
孝
・
悌
で
あ
っ
て
、
目
上
の
者
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
こ
と
を
好
む
者
は
、
め
っ
た
に
い
な
い
。
目
上
の
者
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
に
、
秩
序
を
乱
す
こ
と
を
好
む
者
な
ど
、
今
ま
で
に

い
た
た
め
し
が
な
い
。
君
子
は
根
本
の
こ
と
に
務
め
る
。
根
本
に
つ
と
め
て
初
め

て
道
が
生
ず
る
。
孝
・
悌
と
は
、
仁
の
根
本
で
は
な
い
か
。」

　
語
先
王
仁
政
之
所
本
出
也
。

　
朱
熹
曰
、
為
仁
、
猶
曰
行
仁
。
為
是
。
物
茂
卿
曰
、
為
仁
於
天
下
、
以
教
孝
弟

為
先
。
宗
廟
之
禮
、
所
以
教
孝
也
。
養
老
之
禮
、
所
以
教
弟
也
。
孝
弟
化
行
、
民

俗
和
順
、
天
下
自
然
治
。
語
由
所
謂
仁
政
者
、
是
也
。
有
子
傷
時
俗
衰
乱
、
有
臣

而
弑
君
、
子
弟
而
賊
父
兄
者
、
而
有
観
感
於
先
王
仁
政
之
所
本
出
、
所
以
有
此
語

也
。
有
孝
子
弟
弟
于
茲
、
其
人
必
不
好
犯
上
作
乱
之
事
、
以
見
其
効
不
差
焉
。
是

故
君
子
務
本
、
言
教
孝
弟
之
為
務
也
。
教
孝
弟
於
此
、
而
百
行
之
美
自
然
興
於

彼
、
謂
之
本
立
而
道
生
也
。
辟
諸
草
木
之
益
茂
、
決
江
河
沛
然
、
莫
之
能
禦
也
。

有
本
者
皆
如
是
。
語
曰
、
堯
舜
之
道
、
孝
弟
而
已
矣
。
為
仁
之
本
、
豈
外
於
此
乎
。
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先
王
仁
政
の
本
づ
き
出
づ
る
所
を
語
る
な
り
。

　
朱
熹
曰
く
、
仁
を
為
す
は
、
猶
ほ
仁
を
行
ふ
と
曰
ふ
が
ご
と
し
と
。
物
茂
卿
曰

く
、
仁
を
天
下
に
為
す
に
、
孝
弟
を
教
ふ
る
を
以
て
先
と
為
す
。
宗
廟
の
禮
は
、

孝
を
教
ふ
る
所
以
な
り
。
養
老
の
禮
は
、
弟
を
教
ふ
る
所
以
な
り
。
孝
弟
の
化
行

は
れ
、
民
の
俗
和
順
し
、
天
下
自
然
に
治
ま
る
と
。
語
由
の
謂
ふ
所
の
仁
政
と
は

是
な
り
。
有
子
、
時
の
俗
衰
乱
し
、
臣
に
し
て
君
を
弑
し
、
子
弟
に
し
て
父
兄
を

賊
す
る
者
有
る
を
傷
み
て
、
先
王
仁
政
の
本
づ
き
出
づ
る
所
に
観
感
す
る
こ
と
有

る
は
、
此
の
語
有
る
所
以
な
り
。
孝
子
弟
弟
茲
に
有
ら
ん
、
其
の
人
必
ず
上
を
犯

し
乱
を
作
す
の
事
を
好
ま
ず
。
以
て
其
の
効
の
差
あ
ら
ざ
る
を
見あ

ら

は
す
。
こ
の
故

に
君
子
本
を
務
む
と
は
、
孝
弟
を
教
ふ
る
の
務
め
た
る
を
言
ふ
な
り
。
孝
弟
を
此

に
教
へ
て
、
百
行
の
美
自
然
に
彼
に
興
る
。
こ
れ
を
本
立
ち
て
道
生
ず
と
謂
ふ
な

り
。
諸
を
草
木
の
益
々
茂
り
、
江
河
の
決
し
て
沛
然
た
る
に
辟た

と

へ
、
こ
れ
を
能
く

禦ふ
せ

ぐ
こ
と
莫
き
な
り
。
本
有
る
者
は
皆
是
の
如
し
。
語
に
曰
く
、
堯
舜
の
道
は
孝

弟
の
み
と
。
仁
を
為
す
の
本
、
豈
に
此
に
外
な
ら
ん
や
。

　
先
王
の
仁
政
が
基
づ
い
て
出
る
と
こ
ろ
を
語
っ
て
い
る
。

　朱熹
は
「
仁
を
為
す
と
い
う
の
は
、
仁
を
行
う
と
い
う
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
」
と
言
う
。
物
茂
卿
は
「
仁
を
天
下
に
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
孝
悌
を
教
え
る

こ
と
を
先
と
す
る
。
宗
廟
の
礼
は
、
孝
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
。
養
老
の
礼
は
、

悌
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
。
孝
悌
の
教
化
が
行
わ
れ
れ
ば
、
人
民
の
風
俗
は
な
ご

や
か
で
お
だ
や
か
に
な
り
、
天
下
は
自
然
に
治
ま
る
」
と
言
う
。
語
由
に
言
う
と

こ
ろ
の
仁
政
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
有
子
は
当
時
の
風
俗
が
衰
え
乱
れ
、
臣

下
に
し
て
君
主
を
弑
す
る
も
の
や
、
子
弟
に
し
て
父
兄
に
逆
ら
い
傷
つ
け
る
者
が

い
る
こ
と
を
傷
み
、
先
王
の
仁
政
の
基
本
と
し
て
出
発
す
る
所
に
思
う
こ
と
が

あ
っ
て
、
こ
の
語
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
孝
子
・
悌
弟
が
こ
こ
に
い
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
人
は
必
ず
目
上
の
者
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
混
乱
を
起
こ
す
こ
と
を
好

ま
な
い
。
こ
の
語
を
以
て
、
仁
政
の
効
果
が
欠
け
る
と
こ
ろ
が
無
い
と
い
う
こ
と

を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
君
子
は
根
本
に
務
め
る
と
い
う
の
は
、

孝
悌
を
教
え
る
こ
と
が
務
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
孝
悌
を
こ

こ
に
教
え
れ
ば
、
様
々
な
素
晴
ら
し
い
行
い
が
自
然
と
そ
の
人
に
湧
き
起
こ
る
。

こ
れ
を
「
根
本
が
し
っ
か
り
と
し
た
ら
道
が
生
ず
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
草
木

が
ま
す
ま
す
茂
り
、
江
河
が
決
壊
し
て
一
面
に
広
が
る
よ
う
に
、（
素
晴
ら
し
い

行
い
が
湧
き
起
る
こ
と
は
）
防
ぎ
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
根

本
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
者
は
皆
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
語
に
「
堯
舜
の
道
は
孝

弟
の
み
」〔『
孟
子
』
告
子
下
〕
と
あ
る
。
仁
を
為
す
根
本
は
、
こ
れ
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

三

子
曰
、
巧
言
令
色
、
鮮
矣
仁
。

子
の
た
ま
は
く
、
巧
言
令
色
、
鮮す

く

な
し
仁
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
言
葉
が
巧
み
で
顔
つ
き
が
よ
ろ
し
い
人
は
、
仁
で
あ

る
こ
と
は
少
な
い
。」
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語
佞
人
必
少
仁
也
。

　
巧
其
言
、
令
其
色
、
夸
毗
譸
張
、
熒
惑
衆
心
。
是
為
佞
人
。
其
少
仁
可
知
也
。

語
意
與
剛
毅
木
訥
近
仁
、
相
反
。
可
参
考
焉
。
當
時
國
君
大
夫
、
退
賢
忌
能
、
秕

政
誤
國
家
者
、
鮮
有
弗
自
佞
人
乱
徳
者
矣
。
故
曰
、
悪
利
口
覆
邦
家
。
或
曰
、
郷

原
、
徳
之
賊
也
。
皆
與
此
章
、
其
義
相
發
。
可
不
戒
乎
。
皇
侃
本
仁
上
有
有
字
、

未
知
孰
是
。

　
佞
人
は
必
ず
少
仁
な
る
を
語
る
な
り
。

　
其
の
言
を
巧
み
に
し
、
其
の
色
を
令よ

く
し
、
夸こ

ひ毗
譸ち
ゅ
う

張ち
ょ
う

し
衆
心
を
熒け
い
わ
く惑
す
、

こ
れ
を
佞
人
と
為
す
。
其
の
少
仁
、
知
る
べ
き
な
り
。
語
の
意
は
剛
毅
木
訥
仁
に

近
し
と
相
反
す
。
参
考
す
べ
し
。
當
時
、
國
君
大
夫
、
賢
を
退
け
能
を
忌
み
、
秕

政
國
家
を
誤
る
者
佞
人
の
徳
を
乱
す
よ
り
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
鮮す

く

な
し
。
故
に
曰

く
、
利
口
の
邦
家
を
覆
す
を
悪に

く

む
と
、
或
い
は
曰
く
、
郷
原
は
徳
の
賊
な
り
と
。

皆
此
の
章
と
與と

も

に
其
の
義
相
發
す
。
戒
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。
皇
侃
、
本
仁
の
上
に

有
字
有
り
と
す
、
未
だ
孰
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。

　
佞
人
は
き
っ
と
仁
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
語
る
。

　
言
葉
が
た
く
み
で
顔
つ
き
が
よ
く
、
へ
つ
ら
い
従
い
、
あ
ざ
む
き
た
ぶ
ら
か
し

て
人
々
の
心
を
惑
わ
す
、
こ
の
よ
う
な
人
を
佞
人
と
す
る
。
そ
の
人
に
仁
の
心
が

少
な
い
こ
と
は
、
よ
く
分
か
る
。
こ
の
語
の
意
味
は
、「
剛
毅
木
訥
仁
に
近
し
」

〔『
論
語
』
子
路
第
十
三
〕
と
相
反
す
る
。
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
当
時
、
国
君

や
大
夫
は
、
賢
者
を
退
け
能
あ
る
も
の
を
忌
み
、
未
熟
な
政
治
が
国
家
を
誤
ら
せ

る
と
い
う
こ
と
が
、
佞
人
が
徳
を
乱
す
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
ら
な
い
も
の
は

少
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
利
口
の
邦
家
を
覆
す
を
悪
む
」〔『
論
語
』
陽
貨
第
十

七
〕
と
言
い
、
あ
る
い
は
「
郷
原
は
徳
の
賊
な
り
」〔『
論
語
』
陽
貨
第
十
七
〕
と

言
う
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
こ
の
章
と
意
味
が
呼
応
し
て
い
る
。
戒
め
な
い
こ
と

が
で
き
よ
う
か
、
戒
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
皇
侃
は
も
と
も
と
「
仁
」
の
上
に
有
の

字
が
あ
っ
た
と
言
う
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
分
か
ら
な
い
。

＊

　
＊

　
＊

四

曾
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
。
為
人
謀
而
不
忠
乎
。
與
朋
友
交
而
不
信
乎
。
傳
不
習

乎
。

曾
子
曰
は
く
、
吾
日
に
三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
。
人
の
為
に
謀
り
て
忠
な
ら
ざ

る
か
。
朋
友
と
交
は
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
。
習
は
ざ
る
を
傳
ふ
る
か
。

曾
子
が
言
っ
た
。「
私
は
一
日
に
何
度
も
わ
が
身
を
反
省
す
る
。
誰
か
の
た
め
に

考
え
て
、
ま
ご
こ
ろ
か
ら
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
友
達
と
交
わ
る
の
に
、

ま
こ
と
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
っ
か
り
と
習
熟
し
て
い
な
い
こ

と
を
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
。」

　
語
自
修
之
要
也
。

　
三
省
、
與
三
復
三
思
三
譲
同
語
例
。
言
其
省
察
不
翅
一
再
也
。
為
人
謀
、
若
臨

終
戒
孟
敬
子
。
囙
問
告
陽
膚
、
其
忠
可
知
也
。
與
朋
友
交
、
若
弔
子
夏
責
三
罪
、
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語
佞
人
必
少
仁
也
。

　
巧
其
言
、
令
其
色
、
夸
毗
譸
張
、
熒
惑
衆
心
。
是
為
佞
人
。
其
少
仁
可
知
也
。

語
意
與
剛
毅
木
訥
近
仁
、
相
反
。
可
参
考
焉
。
當
時
國
君
大
夫
、
退
賢
忌
能
、
秕

政
誤
國
家
者
、
鮮
有
弗
自
佞
人
乱
徳
者
矣
。
故
曰
、
悪
利
口
覆
邦
家
。
或
曰
、
郷

原
、
徳
之
賊
也
。
皆
與
此
章
、
其
義
相
發
。
可
不
戒
乎
。
皇
侃
本
仁
上
有
有
字
、

未
知
孰
是
。

　
佞
人
は
必
ず
少
仁
な
る
を
語
る
な
り
。

　
其
の
言
を
巧
み
に
し
、
其
の
色
を
令よ

く
し
、
夸こ

ひ毗
譸ち
ゅ
う

張ち
ょ
う

し
衆
心
を
熒け
い
わ
く惑
す
、

こ
れ
を
佞
人
と
為
す
。
其
の
少
仁
、
知
る
べ
き
な
り
。
語
の
意
は
剛
毅
木
訥
仁
に

近
し
と
相
反
す
。
参
考
す
べ
し
。
當
時
、
國
君
大
夫
、
賢
を
退
け
能
を
忌
み
、
秕

政
國
家
を
誤
る
者
佞
人
の
徳
を
乱
す
よ
り
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
鮮す

く

な
し
。
故
に
曰

く
、
利
口
の
邦
家
を
覆
す
を
悪に

く

む
と
、
或
い
は
曰
く
、
郷
原
は
徳
の
賊
な
り
と
。

皆
此
の
章
と
與と

も

に
其
の
義
相
發
す
。
戒
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。
皇
侃
、
本
仁
の
上
に

有
字
有
り
と
す
、
未
だ
孰
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。

　
佞
人
は
き
っ
と
仁
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
語
る
。

　
言
葉
が
た
く
み
で
顔
つ
き
が
よ
く
、
へ
つ
ら
い
従
い
、
あ
ざ
む
き
た
ぶ
ら
か
し

て
人
々
の
心
を
惑
わ
す
、
こ
の
よ
う
な
人
を
佞
人
と
す
る
。
そ
の
人
に
仁
の
心
が

少
な
い
こ
と
は
、
よ
く
分
か
る
。
こ
の
語
の
意
味
は
、「
剛
毅
木
訥
仁
に
近
し
」

〔『
論
語
』
子
路
第
十
三
〕
と
相
反
す
る
。
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
当
時
、
国
君

や
大
夫
は
、
賢
者
を
退
け
能
あ
る
も
の
を
忌
み
、
未
熟
な
政
治
が
国
家
を
誤
ら
せ

る
と
い
う
こ
と
が
、
佞
人
が
徳
を
乱
す
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
ら
な
い
も
の
は

少
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
利
口
の
邦
家
を
覆
す
を
悪
む
」〔『
論
語
』
陽
貨
第
十

七
〕
と
言
い
、
あ
る
い
は
「
郷
原
は
徳
の
賊
な
り
」〔『
論
語
』
陽
貨
第
十
七
〕
と

言
う
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
こ
の
章
と
意
味
が
呼
応
し
て
い
る
。
戒
め
な
い
こ
と

が
で
き
よ
う
か
、
戒
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
皇
侃
は
も
と
も
と
「
仁
」
の
上
に
有
の

字
が
あ
っ
た
と
言
う
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
分
か
ら
な
い
。

＊

　
＊

　
＊

四

曾
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
。
為
人
謀
而
不
忠
乎
。
與
朋
友
交
而
不
信
乎
。
傳
不
習

乎
。

曾
子
曰
は
く
、
吾
日
に
三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
。
人
の
為
に
謀
り
て
忠
な
ら
ざ

る
か
。
朋
友
と
交
は
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
。
習
は
ざ
る
を
傳
ふ
る
か
。

曾
子
が
言
っ
た
。「
私
は
一
日
に
何
度
も
わ
が
身
を
反
省
す
る
。
誰
か
の
た
め
に

考
え
て
、
ま
ご
こ
ろ
か
ら
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
友
達
と
交
わ
る
の
に
、

ま
こ
と
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
っ
か
り
と
習
熟
し
て
い
な
い
こ

と
を
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
。」

　
語
自
修
之
要
也
。

　
三
省
、
與
三
復
三
思
三
譲
同
語
例
。
言
其
省
察
不
翅
一
再
也
。
為
人
謀
、
若
臨

終
戒
孟
敬
子
。
囙
問
告
陽
膚
、
其
忠
可
知
也
。
與
朋
友
交
、
若
弔
子
夏
責
三
罪
、
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以
齊
衰
徃
哭
子
張
。
其
信
可
槩
也
。
孝
弟
之
道
、
喪
祭
之
禮
、
多
囙
曾
子
以
傳

者
。
其
有
未
習
熟
而
述
焉
哉
。

　
自
ら
修
む
る
の
要
を
語
る
な
り
。

　
三
省
は
、
三
復
・
三
思
・
三
譲
と
語
例
を
同
じ
く
す
。
其
の
省
察
、
翅た

だ

た
だ
一

再
な
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。
人
の
為
に
謀
る
は
、
終
は
り
に
臨
み
て
孟
敬
子
を
戒

め
、
問
い
に
囙よ

り
て
陽
膚
に
告
ぐ
る
が
若ご
と

き
、
其
の
忠
知
る
べ
き
な
り
。
朋
友
と

交
は
る
は
、
子
夏
を
弔
し
て
三
罪
を
責
め
、
齊し

さ
い衰
を
以
て
徃ゆ

き
て
子
張
を
哭
す
る

が
若
き
、
其
の
信
槩
す
べ
き
な
り
。
孝
弟
の
道
、
喪
祭
の
禮
、
曾
子
囙よ

り
以
て
傳

は
る
者
多
し
。
そ
れ
未
だ
習
熟
せ
ず
し
て
述
ぶ
る
こ
と
有
ら
ん
や
。

　
自
ら
を
修
め
る
要
を
語
っ
て
い
る
。

　
三
省
と
は
、
三
復
・
三
思
・
三
譲
と
同
じ
語
の
使
い
方
で
あ
る
。
そ
の
自
ら
を

か
え
り
み
る
こ
と
が
一
度
や
二
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。
人
の
為
に
謀

る
と
は
、
自
分
の
臨
終
の
と
き
に
あ
た
っ
て
孟
敬
子
を
戒
め
〔『
論
語
』
泰
伯
第

八
〕、
質
問
に
し
た
が
っ
て
陽
膚
に
告
げ
た
〔『
論
語
』
子
張
第
十
九
〕
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
、
そ
の
ま
ご
こ
ろ
は
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
朋
友
と
交
わ
る
と
は
、

子
夏
を
弔
っ
て
三
罪
を
責
め
〔『
礼
記
』
檀
弓
上
〕、
齊
衰
の
喪
服
を
着
て
行
っ
て

子
張
を
哭
す
る
〔『
礼
記
』
檀
弓
下
〕
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
信
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
る
。
孝
行
・
悌
順
の
道
、
喪
・
祭
の
礼
は
、
曾
子
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
が

多
い
。
し
っ
か
り
と
習
熟
し
て
い
な
い
の
に
述
べ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
な
い
の

で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

五

子
曰
、
道
千
乘
之
國
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以
時
。

子
の
た
ま
は
く
、
千
乘
の
國
を
道
び
く
に
、
事
に
敬
に
し
て
信
あ
り
、
用
を
節
し

て
人
を
愛
し
、
民
を
使
う
に
時
を
以
て
す
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
諸
侯
の
国
を
導
く
に
は
、
一
つ
一
つ
の
物
事
を
つ
つ

し
ん
で
行
い
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
、
も
の
を
使
う
に
は
節
約
し
、
人
民
を
愛

し
、
人
民
を
使
う
に
は
適
切
な
と
き
を
選
ん
で
す
る
。」

　
語
治
矦
國
要
務
也
。

　
軍
國
之
事
、
無
大
小
係
民
之
利
病
。
敢
不
敬
乎
。
戒
苟
且
也
。
令
與
行
不
副
、

民
惑
而
不
從
。
敢
不
信
乎
。
戒
欺
誣
也
。
量
入
以
為
出
、
儲
蓄
以
備
荒
歉
。
用
敢

不
節
乎
。
戒
奢
侈
也
。
人
無
尊
卑
、
皆
給
君
職
。
上
下
之
和
、
出
于
相
愛
。
敢
不

愛
乎
。
戒
侮
慢
也
。
邦
本
在
農
。
本
固
邦
寧
。
農
時
敢
可
奪
乎
。
戒
虐
使
也
。
凡

五
事
、
可
以
致
治
安
矣
。
當
時
諸
侯
莫
之
能
用
、
所
以
無
盛
治
也
。
豈
翅
周
季

乎
。
故
能
知
時
務
者
、
而
始
可
與
言
魯
論
也
已
。

　
矦
國
を
治
む
る
要
務
を
語
る
な
り
。

　軍國
の
事
は
、
大
小
と
無
く
民
の
利
病
に
係
は
る
。
敢
へ
て
敬
せ
ざ
る
や
。

苟か
り
そ
め且
な
る
を
戒
む
る
な
り
。
令
と
行
ひ
と
副
は
ざ
れ
ば
、
民
惑
ひ
て
從
は
ず
。
敢
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へ
て
信
な
ら
ざ
る
や
。
欺
誣
を
戒
む
る
な
り
。
入
る
を
量
り
て
出
づ
る
こ
と
を
為

し
、
儲
蓄
し
て
以
て
荒
歉
に
備
ふ
。
用
、
敢
へ
て
節
せ
ざ
る
や
。
奢
侈
を
戒
む
る

な
り
。
人
、
尊
卑
と
無
く
、
皆
君
職
に
給
す
。
上
下
の
和
は
、
相
愛
よ
り
出
づ
。

敢
へ
て
愛
せ
ざ
る
や
。
侮
慢
を
戒
む
る
な
り
。
邦
の
本
は
農
に
在
り
。
本
固
け
れ

ば
邦
寧や

す

し
。
農
の
時
、
敢
へ
て
奪
ふ
べ
け
ん
や
。
虐
使
を
戒
む
る
な
り
。
凡
そ
五

の
事
、
以
て
治
安
を
致
す
べ
し
。
當
時
諸
侯
こ
れ
を
能
く
用
ふ
る
こ
と
莫
し
。
盛

治
無
き
所
以
な
り
。
豈
に
翅た

だ

た
だ
周
季
な
る
の
み
な
ら
ん
や
。
故
に
能
く
時
の
務

め
を
知
る
も
の
に
し
て
、
始
め
て
與と

も

に
魯
論
を
言
ふ
べ
き
の
み
。

　
諸
侯
の
国
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
つ
と
め
を
語
っ
て
い
る
。

　軍国
に
お
け
る
様
々
な
こ
と
は
、
大
小
と
な
く
人
民
の
利
益
と
弊
害
に
関
わ

る
。
つ
つ
し
ま
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
げ

ん
に
す
る
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
命
令
と
実
際
の
行
い
と
が
合
致
し
て
い
な

け
れ
ば
、
人
民
は
惑
っ
て
し
ま
い
従
わ
な
い
。
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
い
で
お

ら
れ
よ
う
か
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欺
き
偽
る
こ
と
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
収
入
を
量
っ
て
支
出
を
決
め
、
貯
蓄
し
て
お
い
て
不
足
に
備

え
る
。
物
を
用
い
る
の
に
節
約
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
節
約
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ぜ
い
た
く
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
人
は
身
分
の
尊
い
・
卑
し
い
に
関
わ

ら
ず
、
み
な
君
主
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
上
下
の
調
和
は
、
互
い
に
愛
し
合
う

こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
愛
さ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
、
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
手
を
い
い
か
げ
ん
に
あ
し
ら
う
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
国
の
根
本
は
農
業

に
あ
る
。
根
本
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
国
は
安
定
す
る
。
農
業
の
大
事
な
時

は
奪
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
残
酷
に
こ
き
使
う
こ
と
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
事
に
よ
り
、
世
の
中
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
当
時
の
諸
侯
は
こ
の
五
つ
の
事
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
、
だ
か
ら
盛
ん
な
治
世
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
た
だ
た
だ
、

周
の
時
代
の
末
で
あ
っ
た
と
い
う
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
時
節
に
か
な
っ
た

務
め
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
と
も
に
魯
論
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

六

子
曰
、
弟
子
、
入
則
孝
、
出
則
弟
。
謹
而
信
。
汎
愛
衆
而
親
仁
。
行
有
餘
力
、
則

以
學
文
。

子
の
た
ま
は
く
、
弟て

い
し子
、
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
。
謹
み
て
信
あ

り
。
汎
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
し
む
。
行
い
て
餘
力
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
學

ぶ
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
の
弟
で
人
の
子
で
あ
る
者
は
、
家
に
あ
っ
て
は
孝

行
、
家
を
出
れ
ば
悌
順
、
丁
寧
に
か
し
こ
ま
っ
て
信
頼
が
お
け
る
よ
う
に
し
、
広

く
人
々
を
愛
し
て
仁
の
人
に
親
し
む
。
こ
の
よ
う
に
行
っ
て
余
力
が
あ
れ
ば
、

（
腰
を
落
ち
着
け
て
、
自
分
の
行
い
を
飾
る
た
め
の
）
詩
書
六
芸
を
学
ぶ
。」

　
語
子
弟
宜
務
徳
行
也
。
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へ
て
信
な
ら
ざ
る
や
。
欺
誣
を
戒
む
る
な
り
。
入
る
を
量
り
て
出
づ
る
こ
と
を
為

し
、
儲
蓄
し
て
以
て
荒
歉
に
備
ふ
。
用
、
敢
へ
て
節
せ
ざ
る
や
。
奢
侈
を
戒
む
る

な
り
。
人
、
尊
卑
と
無
く
、
皆
君
職
に
給
す
。
上
下
の
和
は
、
相
愛
よ
り
出
づ
。

敢
へ
て
愛
せ
ざ
る
や
。
侮
慢
を
戒
む
る
な
り
。
邦
の
本
は
農
に
在
り
。
本
固
け
れ

ば
邦
寧や

す

し
。
農
の
時
、
敢
へ
て
奪
ふ
べ
け
ん
や
。
虐
使
を
戒
む
る
な
り
。
凡
そ
五

の
事
、
以
て
治
安
を
致
す
べ
し
。
當
時
諸
侯
こ
れ
を
能
く
用
ふ
る
こ
と
莫
し
。
盛

治
無
き
所
以
な
り
。
豈
に
翅た

だ

た
だ
周
季
な
る
の
み
な
ら
ん
や
。
故
に
能
く
時
の
務

め
を
知
る
も
の
に
し
て
、
始
め
て
與と

も

に
魯
論
を
言
ふ
べ
き
の
み
。

　
諸
侯
の
国
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
つ
と
め
を
語
っ
て
い
る
。

　軍国
に
お
け
る
様
々
な
こ
と
は
、
大
小
と
な
く
人
民
の
利
益
と
弊
害
に
関
わ

る
。
つ
つ
し
ま
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
げ

ん
に
す
る
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
命
令
と
実
際
の
行
い
と
が
合
致
し
て
い
な

け
れ
ば
、
人
民
は
惑
っ
て
し
ま
い
従
わ
な
い
。
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
い
で
お

ら
れ
よ
う
か
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欺
き
偽
る
こ
と
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
収
入
を
量
っ
て
支
出
を
決
め
、
貯
蓄
し
て
お
い
て
不
足
に
備

え
る
。
物
を
用
い
る
の
に
節
約
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
節
約
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ぜ
い
た
く
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
人
は
身
分
の
尊
い
・
卑
し
い
に
関
わ

ら
ず
、
み
な
君
主
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
上
下
の
調
和
は
、
互
い
に
愛
し
合
う

こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
愛
さ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
、
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
手
を
い
い
か
げ
ん
に
あ
し
ら
う
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
国
の
根
本
は
農
業

に
あ
る
。
根
本
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
国
は
安
定
す
る
。
農
業
の
大
事
な
時

は
奪
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
残
酷
に
こ
き
使
う
こ
と
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
事
に
よ
り
、
世
の
中
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
当
時
の
諸
侯
は
こ
の
五
つ
の
事
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
、
だ
か
ら
盛
ん
な
治
世
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
た
だ
た
だ
、

周
の
時
代
の
末
で
あ
っ
た
と
い
う
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
時
節
に
か
な
っ
た

務
め
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
と
も
に
魯
論
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

六

子
曰
、
弟
子
、
入
則
孝
、
出
則
弟
。
謹
而
信
。
汎
愛
衆
而
親
仁
。
行
有
餘
力
、
則

以
學
文
。

子
の
た
ま
は
く
、
弟て

い
し子
、
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
。
謹
み
て
信
あ

り
。
汎
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
し
む
。
行
い
て
餘
力
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
學

ぶ
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
の
弟
で
人
の
子
で
あ
る
者
は
、
家
に
あ
っ
て
は
孝

行
、
家
を
出
れ
ば
悌
順
、
丁
寧
に
か
し
こ
ま
っ
て
信
頼
が
お
け
る
よ
う
に
し
、
広

く
人
々
を
愛
し
て
仁
の
人
に
親
し
む
。
こ
の
よ
う
に
行
っ
て
余
力
が
あ
れ
ば
、

（
腰
を
落
ち
着
け
て
、
自
分
の
行
い
を
飾
る
た
め
の
）
詩
書
六
芸
を
学
ぶ
。」

　
語
子
弟
宜
務
徳
行
也
。
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老
我
老
、
而
及
人
之
老
、
長
我
長
、
而
及
人
之
長
。
故
曰
出
入
。
蓋
互
文
以
言

孝
弟
之
徳
所
及
遠
也
。
謹
信
汎
愛
、
敬
事
仁
人
、
行
餘
學
文
、
子
弟
之
職
是
已
。

文
者
道
藝
也
。
詩
書
六
藝
是
也
。
夫
人
學
道
藝
、
則
威
儀
才
伎
、
斧
藻
其
身
。
故

謂
之
文
。
曰
夫
子
之
文
章
、
曰
文
王
之
文
、
皆
是
。
舊
説
以
為
詩
書
六
藝
之
文
、

非
也
。
蓋
行
者
常
也
。
晨
昏
出
入
、
無
適
而
非
行
。
文
則
不
然
、
居
學
以
時
不
可

常
焉
。
故
曰
行
有
餘
力
、
則
以
學
文
也
。
然
居
學
之
中
、
未
嘗
離
徳
行
。
行
事
之

間
、
亦
未
廃
思
學
。
行
之
與
學
、
迭
相
為
本
末
、
而
後
先
相
濟
、
猶
糾
索
然
。
故

又
曰
文
行
忠
信
。
云
其
無
有
次
序
、
可
以
見
已
。
是
以
説
者
以
本
末
為
言
。
我
斯

之
未
能
信
也
。

　
子
弟
、
宜
し
く
徳
行
に
務
む
る
べ
き
を
語
る
な
り
。

　
我
が
老
を
老
と
し
て
人
の
老
に
及
ぼ
し
、
我
が
長
を
長
と
し
て
人
の
長
に
及
ぼ

す
。
故
に
出
入
と
曰
ふ
。
蓋
し
文
を
互
ひ
に
し
て
以
て
孝
弟
の
徳
の
及
ぶ
所
遠
き

こ
と
を
言
ふ
な
り
。
謹
信
汎
愛
、
仁
人
に
敬
事
し
、
行
餘
に
文
を
學
ぶ
、
子
弟
の

職
、
是
の
み
。
文
は
、
道
藝
な
り
。
詩
書
六
藝
、
是
な
り
。
夫そ

れ
人
道
藝
を
學
べ

ば
則
ち
威
儀
才
伎
、
其
の
身
を
斧
藻
す
。
故
に
こ
れ
を
文
と
謂
ふ
。
夫
子
の
文
章

と
曰
ひ
、
文
王
の
文
と
曰
ふ
は
、
皆
是
な
り
。
舊
説
の
以
て
詩
書
六
藝
の
文
と
為

す
は
非
な
り
。
蓋
し
行
う
は
常
な
り
。
晨
昏
出
入
は
適
ひ
て
行
う
に
非
ざ
る
こ
と

無
し
。
文
は
則
ち
然
ら
ず
。
居
學
時
を
以
て
し
、
常
あ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
曰
は

く
行
ひ
て
餘
力
あ
れ
ば
則
ち
以
て
文
を
學
ぶ
と
。
然
れ
ど
も
居
學
の
中
、
未
だ
嘗

て
徳
行
を
離
れ
ず
。
行
事
の
間
も
ま
た
未
だ
思
學
を
廢や

め
ず
。
行
は
こ
れ
學
と
迭た
が

ひ
に
本
末
を
相
為
し
後
先
相
濟
し
、
猶
ほ
糾
索
す
る
が
ご
と
し
。
故
に
又
文
行
忠

信
と
曰
ひ
、
其
の
次
序
有
る
こ
と
無
き
を
云
ふ
こ
と
以
て
見
る
べ
き
の
み
。
是
を

以
て
説
く
者
、
本
末
を
以
て
言
を
為
す
。
我
斯
を
こ
れ
未
だ
信
ず
る
こ
と
能
は
ざ

る
な
り
。

　
子
弟
は
よ
く
徳
行
に
務
め
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
語
る
。

　
自
分
の
老
い
た
親
を
親
と
し
て
そ
の
気
持
ち
を
人
の
親
に
も
及
ぼ
し
、
自
分
の

年
長
の
兄
を
兄
と
し
て
、
そ
の
気
持
ち
を
人
の
兄
に
も
及
ぼ
す
。
だ
か
ら
家
か
ら

出
た
場
合
、
家
に
い
る
場
合
を
言
う
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
互
文
に
す
る
こ
と

で
、
孝
悌
の
徳
が
遠
く
ま
で
及
ぶ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
謹

信
・
汎
愛
・
仁
の
人
に
つ
つ
し
ん
で
お
仕
え
し
、
行
い
に
余
裕
が
あ
れ
ば
文
を
学

ぶ
、
子
弟
の
仕
事
は
ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る
。
文
と
は
道
芸
で
あ
る
。
詩
書
六
芸
が

そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
人
が
道
芸
を
学
べ
ば
、
威
儀
や
才
能
・
細
か
い
技
が
そ

の
身
を
飾
り
立
て
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
文
と
い
う
の
で
あ
る
。
夫
子
の
文
章
と
い

い
、
文
王
の
文
と
い
う
の
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
で
あ
る
。
旧
説
で
は
詩
書
六
芸
の

文
と
解
釈
す
る
が
、
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
思
う
に
、
行
う
こ
と
は
い
つ
も
す
る
こ

と
で
あ
る
。
朝
夕
や
家
の
内
外
に
お
い
て
、
ぴ
っ
た
り
と
行
い
で
は
な
い
も
の
は

な
い
。
文
は
そ
う
で
は
な
い
。
腰
を
落
ち
着
け
て
時
間
を
と
っ
て
学
び
、
い
つ
も

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
行
い
に
余
裕
が
あ
れ
ば
文
を
学
ぶ
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
腰
を
落
ち
着
け
て
学
ぶ
こ
と
に
お
い
て
も
、
徳
行
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。
物
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
、
や
は
り
思
い
学
ぶ
こ
と
を
や
め

る
こ
と
は
な
い
。
行
う
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
と
は
お
互
い
に
本
末
を
な
し
、
後
先
が

互
い
に
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
縄
を
あ
ざ
な
う
よ
う
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
文
行
忠
信
と
言
っ
て
、
順
序
が
無
い
こ
と
を
言
う
こ
と

か
ら
も
（
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
）
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

解
釈
す
る
者
は
本
末
を
以
て
言
う
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
説
を
信
ず
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

─　 ─

七
九

62

＊

　
＊

　
＊

七

子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能
竭
其
力
、
事
君
能
致
其
身
、
與
朋
友
交
、
言
而

有
信
。
雖
曰
未
學
、
吾
必
謂
之
學
矣
。

子
夏
曰
は
く
、
賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
へ
、
父
母
に
事
ふ
る
に
能
く
其
の
力
を
竭

く
し
、
君
に
事
ふ
る
に
能
く
其
の
身
を
致
し
、
朋
友
と
交
は
る
に
言
ひ
て
信
あ

り
。
未
だ
學
ば
ざ
る
と
曰
ふ
と
雖
も
、
吾
必
ず
こ
れ
を
學
び
た
り
と
謂
は
む
。

子
夏
が
言
っ
た
。「
賢
者
を
賢
者
と
み
と
め
て
顔
つ
き
を
改
め
、
父
母
に
お
仕
え

す
る
に
は
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
、
君
主
に
お
仕
え
す
る
に
は
そ
の
身
を
ゆ
だ

ね
る
こ
と
が
で
き
、
朋
友
と
交
際
す
る
に
は
、
そ
の
言
葉
に
信
頼
が
お
け
る
。

（
こ
の
よ
う
な
人
が
）
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
も
、
私
は
必
ず
（
そ
の
人

は
）
す
で
に
学
ん
だ
と
言
う
。」

　
語
學
問
不
外
於
行
實
之
義
也
。

　賢賢
易
色
、
茂
卿
曰
、
變
易
顔
色
。
好
賢
之
誠
形
於
外
也
。
説
本
皇
侃
。
為

是
。
舊
説
亦
通
。
致
身
、
朱
熹
曰
、
致
猶
委
。
言
不
有
其
身
也
。
為
是
。
好
賢
一

事
、
孝
一
事
、
忠
一
事
、
信
一
事
。
凡
四
事
、
人
苟
兼
而
能
之
、
可
謂
士
矣
。
夫

學
、
所
以
修
行
、
學
而
無
行
、
雖
多
何
焉
。
行
而
得
義
、
何
有
於
學
。
故
曰
雖
曰

未
學
、
吾
必
謂
之
學
矣
。
蓋
亦
言
學
行
不
相
離
之
義
也
。
茂
卿
曰
、
與
上
章
其
義

相
発
。
葺
録
者
之
意
也
。

　
學
問
は
行
實
に
外
な
ら
ざ
る
の
義
を
語
る
な
り
。

　
賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
ふ
る
は
、
茂
卿
曰
は
く
、
顔
色
を
變
易
す
る
な
り
。
賢

を
好
む
こ
と
の
誠
、
外
に
形あ

ら
は

る
る
な
り
と
。
説
、
皇
侃
に
本
づ
く
。
是
と
為

す
。
舊
説
も
ま
た
通
ず
。
身
を
致
す
は
、
朱
熹
曰
は
く
、
致
す
は
猶
ほ
委
ぬ
る
が

ご
と
し
。
其
の
身
有
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
と
。
是
と
為
す
。
賢
を
好
む
こ
と
一
事

な
り
、
孝
一
事
な
り
、
忠
一
事
な
り
、
信
一
事
な
り
。
凡
そ
四
つ
の
事
、
人

苟
い
や
し
く

も
兼
ね
て
こ
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
士
と
謂
ふ
べ
し
。
夫そ

れ
學
は
行
を
修
む
る
所
以

な
り
。
學
び
て
行
無
く
ん
ば
、
多
し
と
雖
も
何
の
為
に
せ
ん
。
行
ひ
て
義
を
得
、

學
に
何
か
有
ら
ん
。
故
に
曰
は
く
、
未
だ
學
ば
ず
と
雖
も
、
吾
必
ず
こ
れ
を
學
び

た
り
と
謂
は
む
と
。
蓋
し
、
亦
學
行
相
離
れ
ざ
る
の
義
を
言
ふ
な
り
。
茂
卿
曰
は

く
、
上
章
と
其
の
義
相
発
す
。
葺
録
者
の
意
な
り
と
。

　
学
問
は
実
際
に
行
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
語
る
。

　
「
賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
ふ
」
に
つ
い
て
、
荻
生
徂
徠
は
「
顔
色
を
変
え
る
の

で
あ
る
。
賢
者
を
好
む
こ
と
が
表
面
に
現
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
説
は

皇
侃
の
解
釈
に
基
づ
い
て
お
り
、
正
し
い
と
考
え
る
。
旧
説
も
ま
た
同
じ
で
あ

る
。「
身
を
致
す
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
致
す
と
は
ち
ょ
う
ど
委
ね
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。（
主
君
に
自
分
の
身
を
ゆ
だ
ね
る
の
だ
か
ら
）
自
分
の

（
意
思
で
自
由
に
な
る
）
身
が
無
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
正
し
い
と

考
え
る
。
賢
者
を
好
む
と
い
う
こ
と
が
一
つ
、
孝
が
ひ
と
つ
、
忠
が
ひ
と
つ
、
信

が
ひ
と
つ
。
こ
の
四
つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
人
が
も
し
四
つ
と
も
を
き
ち
ん
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、
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に
は
、
そ
の
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に
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が
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（
こ
の
よ
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な
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ま
だ
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で
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い
と
言
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て
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、
私
は
必
ず
（
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の
人

は
）
す
で
に
学
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だ
と
言
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。」

　
語
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不
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之
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也
。
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易
色
、
茂
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曰
、
變
易
顔
色
。
好
賢
之
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形
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也
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説
本
皇
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亦
通
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、
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有
其
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也
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是
。
好
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一

事
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一
事
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一
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一
事
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凡
四
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、
人
苟
兼
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能
之
、
可
謂
士
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、
所
以
修
行
、
學
而
無
行
、
雖
多
何
焉
。
行
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得
義
、
何
有
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學
。
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曰
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曰

未
學
、
吾
必
謂
之
學
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。
蓋
亦
言
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行
不
相
離
之
義
也
。
茂
卿
曰
、
與
上
章
其
義

相
発
。
葺
録
者
之
意
也
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學
問
は
行
實
に
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な
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る
の
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語
る
な
り
。
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を
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と
し
て
色
を
易
ふ
る
は
、
茂
卿
曰
は
く
、
顔
色
を
變
易
す
る
な
り
。
賢

を
好
む
こ
と
の
誠
、
外
に
形あ

ら
は

る
る
な
り
と
。
説
、
皇
侃
に
本
づ
く
。
是
と
為

す
。
舊
説
も
ま
た
通
ず
。
身
を
致
す
は
、
朱
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曰
は
く
、
致
す
は
猶
ほ
委
ぬ
る
が

ご
と
し
。
其
の
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有
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
と
。
是
と
為
す
。
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を
好
む
こ
と
一
事

な
り
、
孝
一
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忠
一
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な
り
、
信
一
事
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り
。
凡
そ
四
つ
の
事
、
人

苟
い
や
し
く

も
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て
こ
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
士
と
謂
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べ
し
。
夫そ

れ
學
は
行
を
修
む
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な
り
。
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、
多
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得
、
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有
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、
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と
雖
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を
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と
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蓋
し
、
亦
學
行
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離
れ
ざ
る
の
義
を
言
ふ
な
り
。
茂
卿
曰
は

く
、
上
章
と
其
の
義
相
発
す
。
葺
録
者
の
意
な
り
と
。

　
学
問
は
実
際
に
行
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
語
る
。

　
「
賢
を
賢
と
し
て
色
を
易
ふ
」
に
つ
い
て
、
荻
生
徂
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は
「
顔
色
を
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る
の

で
あ
る
。
賢
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を
好
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こ
と
が
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に
現
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
説
は

皇
侃
の
解
釈
に
基
づ
い
て
お
り
、
正
し
い
と
考
え
る
。
旧
説
も
ま
た
同
じ
で
あ

る
。「
身
を
致
す
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
致
す
と
は
ち
ょ
う
ど
委
ね
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。（
主
君
に
自
分
の
身
を
ゆ
だ
ね
る
の
だ
か
ら
）
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分
の
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意
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な
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）
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が
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と
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正
し
い
と

考
え
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。
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を
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と
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と
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、
忠
が
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つ
、
信

が
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つ
。
こ
の
四
つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
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て
、
人
が
も
し
四
つ
と
も
を
き
ち
ん
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と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
人
は
士
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も

学
問
と
は
、
行
う
こ
と
を
身
に
つ
け
修
養
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
学
ん
で
も

実
行
し
な
け
れ
ば
、
多
く
学
ん
だ
と
し
て
も
何
に
な
ろ
う
か
。
行
っ
て
こ
そ
そ
の

義
を
体
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
学
ぶ
と
い
う
だ
け
の
こ
と
に
何
が
あ
ろ
う
か
。
だ

か
ら
「
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
必
ず
（
そ
の
人
は
）
す

で
に
学
ん
だ
と
言
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
が
思
う
に
、（
こ
の
章
は
）
ま
た

学
ぶ
こ
と
と
行
う
こ
と
が
（
一
体
で
あ
り
）
離
れ
な
い
と
い
う
義
を
言
う
も
の
で

あ
る
。
徂
徠
が
こ
う
言
う
。「
先
の
章
と
、
呼
応
し
あ
う
内
容
で
あ
る
。
論
語
の

収
録
者
の
意
図
で
あ
る
」
と
。

＊

　
＊

　
＊

八

子
曰
、
君
子
不
重
則
不
威
。
學
則
不
固
。
主
忠
信
。
無
友
不
如
己
者
。
過
則
勿
憚

改
。

子
の
た
ま
は
く
、
君
子
、
重
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
威
あ
ら
ず
。
學
べ
ば
則
ち
固
な
ら

ず
。
忠
信
を
主
と
す
。
己
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
無
か
れ
。
過
て
ば
則
ち
改

む
る
に
憚
る
こ
と
勿
れ
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
君
子
は
重
々
し
く
な
け
れ
ば
威
厳
が
な
い
。
学
問
を

修
め
た
ら
か
た
く
な
で
は
な
い
。
真
心
と
ま
こ
と
を
尊
ぶ
。
自
分
よ
り
劣
っ
た
者

と
付
き
合
わ
な
い
こ
と
。
過
っ
た
ら
た
め
ら
わ
ず
改
め
る
こ
と
。」

　
語
君
子
修
徳
之
目
也
。

　
君
子
以
位
言
。
出
門
如
見
大
賓
、
威
重
可
敬
憚
。
君
子
之
容
也
。
博
文
多
識
、

無
固
陋
之
弊
。
君
子
之
學
也
。
慤
而
後
求
智
能
、
故
主
忠
信
。
與
賢
己
者
處
、
不

覺
與
之
化
。
故
戒
友
不
如
己
者
。
君
子
之
過
、
猶
日
月
之
食
、
過
也
人
皆
見
之
、

更
也
人
皆
仰
之
。
故
欲
勿
憚
改
。
提
要
之
語
、
不
嫌
句
法
不
類
、
観
於
周
公
告
魯

公
之
語
、
可
以
見
焉
。
凡
君
子
之
病
、
軽
佻
不
荘
、
民
不
敬
憚
。
不
學
蔽
固
、
臨

事
惟
煩
。
專
権
不
慤
、
欺
誣
用
事
、
悦
佞
忌
賢
、
養
痴
日
闇
。
過
而
不
改
、
益
遂

其
非
。
此
語
之
所
以
戒
至
矣
。
嗚
呼
長
乎
深
宮
阿
保
之
手
者
、
孰
無
此
疾
。
古
之

君
子
、
猶
今
之
君
子
乎
。
是
故
能
讀
魯
論
者
、
明
察
時
變
物
情
、
以
為
註
疏
亦
足

矣
。
素
書
曰
、
明
莫
明
於
體
物
、
此
之
謂
也
。

　
君
子
、
徳
を
修
む
る
の
目
を
語
る
な
り
。

　
君
子
は
位
を
以
て
言
ふ
。
門
を
出
づ
れ
ば
大
賓
に
見
ゆ
る
が
如
し
。
威
重
け
れ

ば
敬
憚
す
べ
し
。
君
子
の
容
な
り
。
博
文
多
識
な
れ
ば
固
陋
の
弊
無
し
。
君
子
の

學
な
り
。
慤
に
し
て
後
智
能
を
求
む
。
故
に
能
く
忠
信
を
主
と
す
。
己
よ
り
賢
き

者
と
處
る
。
覺
え
ず
し
て
こ
れ
と
化
す
。
故
に
己
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
こ

と
を
戒
む
。
君
子
の
過
ち
は
、
猶
ほ
日
月
の
食
の
ご
と
し
。
過
つ
や
人
皆
こ
れ
を

見
、
更
む
る
や
人
皆
こ
れ
を
仰
ぐ
。
故
に
改
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
ら
ん
と
欲
す
。

提
要
の
語
、
句
法
の
不
類
を
嫌
は
ず
。
周
公
魯
公
に
告
ぐ
る
の
語
を
観
れ
ば
、
以

て
見
ゆ
る
べ
し
。
凡
そ
君
子
の
病
は
、
軽
佻
な
れ
ば
荘
な
ら
ず
、
民
敬
い
憚
ら

ず
。
學
ば
ざ
れ
ば
蔽
固
た
り
、
事
に
臨
み
て
惟
だ
煩
わ
す
。
專
権
不
慤
な
れ
ば
、

欺
誣
に
し
て
事
を
用
い
、
佞
を
悦
び
て
賢
を
忌
み
、
痴
を
養
ひ
て
日
々
に
闇く

ら

し
。

過
ち
て
改
め
ず
ん
ば
、
益
々
其
の
非
を
遂と

ぐ
。
此
の
語
の
戒
む
る
所
以
、
至
れ

り
。
嗚
呼
、
深
宮
阿
保
の
手
に
長
ず
る
者
、
孰た

れ
か
此
の
疾
無
か
ら
ん
。
古
の
君
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子
は
、
猶
ほ
今
の
君
子
の
如
き
か
。
こ
の
故
に
能
く
魯
論
を
讀
む
者
は
、
時
變
物

情
を
明
察
し
て
以
て
註
疏
と
為す

る
も
、
亦
足
る
。
素
書
に
曰
は
く
、
明
は
物
を
體

す
る
よ
り
明
な
る
は
莫
し
と
。
此
の
謂
い
な
り
。

　
君
子
が
徳
を
修
め
る
項
目
を
語
る
。

　
君
子
は
、
位
の
こ
と
を
言
う
。
門
を
出
れ
ば
国
の
賓
客
に
会
う
よ
う
に
（
う
や

う
や
し
く
）
す
る
。
威
厳
が
重
々
し
け
れ
ば
敬
い
憚
ら
れ
る
。
君
子
の
す
が
た
で

あ
る
。
博
文
多
識
で
あ
れ
ば
、
か
た
く
な
で
あ
る
と
い
う
弊
害
が
な
い
。
君
子
の

学
問
で
あ
る
。
義
理
堅
く
あ
っ
て
は
じ
め
て
知
識
や
能
力
あ
る
人
を
求
め
る
。
だ

か
ら
ま
ご
こ
ろ
や
ま
こ
と
を
尊
ぶ
。
自
分
よ
り
も
賢
い
者
と
い
れ
ば
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
教
化
さ
れ
る
。
だ
か
ら
自
分
よ
り
劣
っ
た
も
の
と
付
き
合
う
こ
と

を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
君
子
の
過
ち
は
、
太
陽
や
月
の
食
の
よ
う
に
、
過
て
ば
人

は
皆
見
る
し
、
改
め
れ
ば
や
は
り
人
は
み
な
仰
ぎ
見
る
。
だ
か
ら
改
め
る
こ
と
を

た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い
と
思
う
。
要
点
の
語
は
、
句
法
が
そ
ろ
っ
て
い

な
い
こ
と
を
気
に
し
な
い
。
周
公
が
魯
公
に
告
げ
た
語
を
か
ん
が
み
れ
ば
分
か

る
。
そ
も
そ
も
君
子
の
心
配
事
は
、
軽
は
ず
み
で
重
々
し
く
な
け
れ
ば
、
人
民
は

敬
い
憚
る
こ
と
を
し
な
い
。
学
ば
ず
か
た
く
な
で
あ
れ
ば
、
物
事
に
臨
ん
で
も
た

だ
煩
わ
し
い
だ
け
で
あ
る
。
権
力
を
振
り
回
し
て
義
理
堅
く
な
け
れ
ば
、
い
つ
わ

り
に
よ
っ
て
物
事
を
用
い
、
お
も
ね
る
臣
下
を
喜
ん
で
賢
い
臣
下
を
忌
み
嫌
い
、

愚
か
者
を
養
っ
て
日
々
に
暗
く
な
る
。
誤
っ
て
も
改
め
な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
間

違
い
に
突
き
進
む
。
こ
の
上
な
く
戒
め
て
い
る
語
で
あ
る
。
あ
あ
、
宮
城
の
奥
深

く
に
て
養
育
係
の
手
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
者
で
、
こ
の
悩
み
が
無
い
者
が
あ
ろ
う

か
。
い
に
し
え
の
君
子
は
、
今
の
君
子
と
同
じ
だ
と
い
う
の
か
、
そ
う
で
は
な

い
。
だ
か
ら
魯
論
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
時
に
従
う
変
化
や
物
事
の
実
情

を
は
っ
き
り
と
見
抜
き
、
註
疏
を
作
っ
て
も
や
は
り
充
分
な
の
で
あ
る
。『
素

書
』
に
「
明
と
は
物
事
を
体
得
す
る
よ
り
明
ら
か
な
る
も
の
は
な
い
」〔
本
徳
宗

道
〕
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

九

曾
子
曰
、
慎
終
追
遠
、
民
徳
歸
厚
矣
。

曾
子
曰
は
く
、
終
を
慎
み
遠
を
追
え
ば
、
民
の
徳
厚
き
に
歸
す
。

曾
子
が
言
っ
た
。「
人
生
の
終
わ
り
で
あ
る
喪
の
礼
を
つ
つ
し
ん
で
執
り
行
い
、

先
祖
た
ち
の
祭
の
礼
を
き
ち
ん
と
行
う
。
こ
の
二
つ
の
制
度
を
行
え
ば
、
人
民
の

徳
は
厚
く
な
る
。」

　
語
先
王
重
喪
祭
之
禮
之
意
也
。

　
曾
子
傷
喪
祭
之
禮
廢
、
民
情
嶮
薄
、
述
古
示
則
也
。
與
第
二
章
同
語
意
。
蓋
先

王
禮
制
之
行
、
民
皆
由
之
。
如
水
有
坊
、
不
可
踰
越
。
喪
也
哀
戚
、
祭
也
思
慕
、

相
率
入
徳
。
仁
厚
成
俗
。
傳
曰
、
納
民
軌
物
、
是
也
。
説
者
曰
、
人
君
行
二
禮
、

則
民
化
其
徳
。
似
是
而
非
矣
。
不
則
夫
子
制
於
中
都
、
四
寸
之
棺
、
五
寸
之
槨
、

囙
丘
陵
為
墳
。
説
者
以
為
迂
乎
。
讀
者
不
可
不
察
。
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子
は
、
猶
ほ
今
の
君
子
の
如
き
か
。
こ
の
故
に
能
く
魯
論
を
讀
む
者
は
、
時
變
物

情
を
明
察
し
て
以
て
註
疏
と
為す

る
も
、
亦
足
る
。
素
書
に
曰
は
く
、
明
は
物
を
體

す
る
よ
り
明
な
る
は
莫
し
と
。
此
の
謂
い
な
り
。

　
君
子
が
徳
を
修
め
る
項
目
を
語
る
。

　
君
子
は
、
位
の
こ
と
を
言
う
。
門
を
出
れ
ば
国
の
賓
客
に
会
う
よ
う
に
（
う
や

う
や
し
く
）
す
る
。
威
厳
が
重
々
し
け
れ
ば
敬
い
憚
ら
れ
る
。
君
子
の
す
が
た
で

あ
る
。
博
文
多
識
で
あ
れ
ば
、
か
た
く
な
で
あ
る
と
い
う
弊
害
が
な
い
。
君
子
の

学
問
で
あ
る
。
義
理
堅
く
あ
っ
て
は
じ
め
て
知
識
や
能
力
あ
る
人
を
求
め
る
。
だ

か
ら
ま
ご
こ
ろ
や
ま
こ
と
を
尊
ぶ
。
自
分
よ
り
も
賢
い
者
と
い
れ
ば
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
教
化
さ
れ
る
。
だ
か
ら
自
分
よ
り
劣
っ
た
も
の
と
付
き
合
う
こ
と

を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
君
子
の
過
ち
は
、
太
陽
や
月
の
食
の
よ
う
に
、
過
て
ば
人

は
皆
見
る
し
、
改
め
れ
ば
や
は
り
人
は
み
な
仰
ぎ
見
る
。
だ
か
ら
改
め
る
こ
と
を

た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い
と
思
う
。
要
点
の
語
は
、
句
法
が
そ
ろ
っ
て
い

な
い
こ
と
を
気
に
し
な
い
。
周
公
が
魯
公
に
告
げ
た
語
を
か
ん
が
み
れ
ば
分
か

る
。
そ
も
そ
も
君
子
の
心
配
事
は
、
軽
は
ず
み
で
重
々
し
く
な
け
れ
ば
、
人
民
は

敬
い
憚
る
こ
と
を
し
な
い
。
学
ば
ず
か
た
く
な
で
あ
れ
ば
、
物
事
に
臨
ん
で
も
た

だ
煩
わ
し
い
だ
け
で
あ
る
。
権
力
を
振
り
回
し
て
義
理
堅
く
な
け
れ
ば
、
い
つ
わ

り
に
よ
っ
て
物
事
を
用
い
、
お
も
ね
る
臣
下
を
喜
ん
で
賢
い
臣
下
を
忌
み
嫌
い
、

愚
か
者
を
養
っ
て
日
々
に
暗
く
な
る
。
誤
っ
て
も
改
め
な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
間

違
い
に
突
き
進
む
。
こ
の
上
な
く
戒
め
て
い
る
語
で
あ
る
。
あ
あ
、
宮
城
の
奥
深

く
に
て
養
育
係
の
手
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
者
で
、
こ
の
悩
み
が
無
い
者
が
あ
ろ
う

か
。
い
に
し
え
の
君
子
は
、
今
の
君
子
と
同
じ
だ
と
い
う
の
か
、
そ
う
で
は
な

い
。
だ
か
ら
魯
論
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
時
に
従
う
変
化
や
物
事
の
実
情

を
は
っ
き
り
と
見
抜
き
、
註
疏
を
作
っ
て
も
や
は
り
充
分
な
の
で
あ
る
。『
素

書
』
に
「
明
と
は
物
事
を
体
得
す
る
よ
り
明
ら
か
な
る
も
の
は
な
い
」〔
本
徳
宗

道
〕
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

九

曾
子
曰
、
慎
終
追
遠
、
民
徳
歸
厚
矣
。

曾
子
曰
は
く
、
終
を
慎
み
遠
を
追
え
ば
、
民
の
徳
厚
き
に
歸
す
。

曾
子
が
言
っ
た
。「
人
生
の
終
わ
り
で
あ
る
喪
の
礼
を
つ
つ
し
ん
で
執
り
行
い
、

先
祖
た
ち
の
祭
の
礼
を
き
ち
ん
と
行
う
。
こ
の
二
つ
の
制
度
を
行
え
ば
、
人
民
の

徳
は
厚
く
な
る
。」

　
語
先
王
重
喪
祭
之
禮
之
意
也
。

　
曾
子
傷
喪
祭
之
禮
廢
、
民
情
嶮
薄
、
述
古
示
則
也
。
與
第
二
章
同
語
意
。
蓋
先

王
禮
制
之
行
、
民
皆
由
之
。
如
水
有
坊
、
不
可
踰
越
。
喪
也
哀
戚
、
祭
也
思
慕
、

相
率
入
徳
。
仁
厚
成
俗
。
傳
曰
、
納
民
軌
物
、
是
也
。
説
者
曰
、
人
君
行
二
禮
、

則
民
化
其
徳
。
似
是
而
非
矣
。
不
則
夫
子
制
於
中
都
、
四
寸
之
棺
、
五
寸
之
槨
、

囙
丘
陵
為
墳
。
説
者
以
為
迂
乎
。
讀
者
不
可
不
察
。
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先
王
の
喪
祭
を
重
ん
ず
る
の
意
を
語
る
な
り
。

　
曾
子
、
喪
祭
の
禮
廢す

た

れ
、
民
の
情
嶮
薄
な
る
を
傷
み
、
古
を
述
べ
て
則
を
示
す

な
り
。
第
二
章
と
語
意
同
じ
。
蓋
し
先
王
禮
制
の
行
は
る
や
、
民
皆
こ
れ
に
由

る
。
水
の
坊
有
る
が
如
く
、
踰
越
す
べ
か
ら
ず
。
喪
や
哀
戚
し
、
祭
や
思
慕
し
、

相
率
い
て
徳
に
入
り
、
仁
厚
く
俗
を
成
す
。
傳
に
、
民
を
軌
物
に
納
む
る
と
曰
ふ

は
是
な
り
。
説
く
者
曰
は
く
、
人
君
二
禮
を
行
へ
ば
、
則
ち
民
其
の
徳
に
化
す

と
。
是
に
似
て
非
な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
則
ち
夫
子
中
都
に
制
す
、
四
寸
の
棺
、

五
寸
の
槨
、
丘
陵
に
囙
り
て
墳
を
為
す
を
、
説
く
者
以
て
迂
と
為
す
か
。
讀
者
察

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
先
王
が
喪
と
祭
の
礼
を
重
ん
じ
た
そ
の
意
味
を
語
る
。

　
曾
子
は
喪
と
祭
の
礼
が
廃
れ
、
人
民
の
情
が
薄
く
と
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

心
を
痛
め
、
い
に
し
え
の
こ
と
を
述
べ
て
手
本
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
と

語
意
が
同
じ
。
思
う
に
、
先
王
の
礼
制
度
が
行
わ
れ
れ
ば
、
民
は
み
な
こ
の
制
度

に
従
い
、
水
が
堤
防
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
よ
う
に
、
規
則
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
喪
は
悲
し
み
嘆
き
、
祭
は
思
い
慕
い
、
た
が
い
に
引
き
締
め

あ
っ
て
徳
の
境
地
に
入
り
、
仁
が
厚
く
風
俗
を
完
成
さ
せ
る
。
伝
に
「
人
民
を
一

定
の
わ
く
に
従
わ
せ
る
」〔『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
五
年
〕
と
あ
る
の
が
、
こ
の
こ

と
で
あ
る
。
あ
る
者
は
「
人
君
が
二
つ
の
礼
を
行
え
ば
、
民
は
そ
の
徳
に
教
化
さ

れ
る
」
と
説
く
が
、
こ
れ
は
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
間
違
っ
て
い
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
夫
子
が
中
都
に
制
し
た
、
四
寸
の
棺
、
五
寸
の
槨
、
丘
陵
の
よ
う

に
墳
を
作
る
〔『
孔
子
家
語
』
相
魯
〕
と
い
う
こ
と
を
、
説
く
者
は
回
り
く
ど
い

こ
と
だ
と
す
る
の
か
。
読
者
は
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊

　
＊

　
＊

十

子
禽
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
至
於
是
邦
也
、
必
聞
其
政
。
求
之
與
、
抑
與
之
與
。
子

貢
曰
、
夫
子
温
良
恭
倹
、
譲
以
得
之
。
夫
子
求
之
也
、
其
諸
異
乎
人
之
求
之
與
。

子
禽
子
貢
に
問
ふ
て
曰
は
く
、
夫
子
是
の
邦
に
至
る
や
、
必
ず
其
の
政
を
聞
く
。

こ
れ
を
求
め
た
る
か
、
抑そ

も
そ

も
こ
れ
に
與あ
づ

か
れ
る
か
。
子
貢
曰
は
く
、
夫
子
温
良

恭
倹
、
譲
り
て
以
て
こ
れ
を
得
る
。
夫
子
の
こ
れ
を
求
む
る
や
、
其
れ
諸こ

れ
人
の

こ
れ
を
求
む
る
に
異
な
れ
る
か
。

子
禽
が
子
貢
に
こ
う
尋
ね
た
。「
先
生
が
あ
る
国
に
お
い
で
に
な
っ
た
ら
、
必
ず

そ
の
政
治
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
に
な
り
ま
す
。
先
生
か
ら
求
め
て
相
談
を

お
受
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
参
与
な
さ
っ
て
相
談
を
お
受
け
に
な

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
子
貢
は
言
っ
た
。「
先
生
は
お
だ
や
か
で
、
す
な
お

で
、
う
や
う
や
し
く
、
つ
つ
し
み
ぶ
か
く
て
お
い
で
に
な
り
、
へ
り
く
だ
ら
れ
て

（
政
治
の
相
談
を
）
お
受
け
に
な
る
。
先
生
が
何
か
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、
他
の
人
が
求
め
る
と
い
う
の
と
は
違
う
よ
う
だ
ね
。」

　
語
夫
子
之
盛
徳
、
以
觧
子
禽
之
惑
也
。

　
余
讀
此
章
、
知
子
禽
不
信
夫
子
之
孔
甚
也
。
夫
子
以
天
下
無
道
而
不
隠
。
加
之
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所
至
之
邦
、
而
必
聞
其
政
。
自
不
信
者
観
之
、
豈
得
不
以
英
雄
希
非
望
為
疑
乎
。

今
子
禽
其
人
也
哉
。
故
曰
求
之
與
、
抑
與
之
與
。
夫
君
子
思
不
出
其
位
、
宜
無
求

於
人
。
求
聞
其
政
、
是
已
非
君
子
事
體
。
若
或
干
預
其
政
、
理
當
與
聞
之
、
抑
不

知
或
與
之
否
。
設
疑
辞
以
窮
詰
子
貢
也
、
非
不
信
之
孔
甚
者
乎
。
子
貢
聰
敏
不

翅
、
能
知
聖
徳
亦
能
知
子
禽
所
以
惑
焉
。
故
對
曰
、
夫
子
有
温
良
恭
倹
之
徳
、
尚

且
辞
譲
、
以
得
聞
其
政
、
雖
有
求
之
之
跡
、
然
視
諸
他
人
之
求
之
者
、
大
有
徑
庭

也
。
可
謂
善
喩
矣
。
夫
善
喩
人
者
、
開
而
不
達
、
使
其
思
而
得
之
也
。
孔
門
君
子

之
口
氣
、
婉
約
可
嘉
。
夫
子
畏
於
陳
蔡
、
召
顔
淵
而
問
焉
曰
、
詩
曰
、
匪
兕
匪

虎
、
率
彼
曠
野
、
吾
道
非
乎
。
奚
為
至
於
此
。
顔
淵
曰
、
夫
子
之
道
至
大
、
天
下

莫
容
。
雖
然
夫
子
推
而
行
之
、
世
不
我
用
、
有
國
者
之
醜
也
。
夫
子
何
病
。
不
容

然
後
見
君
子
。
咄
嗟
世
人
之
不
知
聖
徳
、
至
有
欲
其
死
者
、
何
必
陳
亢
微
生
畝
是

怪
。
此
章
諸
家
註
不
得
語
由
。
觧
得
不
了
了
。
不
、
則
抑
與
之
與
。
果
何
謂
也
。

朱
熹
之
觧
経
、
字
権
句
衡
、
今
特
遺
與
字
。
知
其
不
可
觧
也
。
鄭
玄
曰
、
願
與
之

為
治
。
諸
家
據
之
、
以
為
成
義
乎
。
不
得
已
也
。
求
聞
之
與
、
抑
與
聞
之
與
。
二

句
皆
省
聞
字
。
承
上
句
故
也
。
義
豈
不
明
乎
。
夫
子
温
良
恭
倹
、
六
字
一
句
。
譲

以
得
之
、
四
字
一
句
。
與
孝
経
哭
泣
擗
踊
、
哀
以
送
之
、
同
句
法
。
鄭
玄
誤
以
為

五
徳
、
諸
家
終
不
能
是
正
、
繼
義
可
通
、
奈
其
辞
何
。
古
人
之
文
、
豈
有
醜
拙
如

是
者
哉
。
其
諸
語
辞
、
字
例
見
于
公
羊
。

　
夫
子
の
盛
徳
を
語
り
て
、
以
て
子
禽
の
惑
ひ
を
觧
く
な
り
。

　
余
此
の
章
を
讀
み
て
、
子
禽
の
夫
子
を
信
ぜ
ざ
る
こ
と
孔は

な
は甚
だ
し
き
を
知
る
な

り
。
夫
子
、
天
下
に
道
無
き
を
以
て
し
て
、
隠
れ
ず
し
て
こ
れ
に
加
へ
て
至
る
所

の
邦
に
し
て
必
ず
其
の
政
を
聞
く
。
信
ぜ
ざ
る
者
よ
り
こ
れ
を
觀
る
や
、
豈
に
英

雄
の
非
望
を
希

こ
ひ
ね
が

ふ
を
以
て
疑
ひ
を
為
さ
ざ
る
を
得
ん
や
。
今
子
禽
は
其
の
人
な

る
か
な
。
故
に
曰
は
く
、
こ
れ
を
求
む
る
か
、
抑
も
こ
れ
に
與あ

づ
か

れ
る
か
と
。
夫そ

れ
君
子
は
思
ふ
こ
と
を
其
の
位
を
出
で
ず
、
宜
し
く
人
に
求
む
る
こ
と
な
か
る
べ

し
。
求
め
て
其
の
政
を
聞
く
は
、
こ
れ
已
に
君
子
の
事
體
に
非
ず
。
若も

し
或
い
は

其
の
政
に
干
預
せ
ば
、
理
當ま
さ

に
こ
れ
を
與あ
づ
か

り
聞
く
べ
し
。
抑
も
知
ら
ず
、
或
い

は
こ
れ
に
與あ

づ
か

れ
る
や
否
や
。
疑
辞
を
設
け
て
以
て
子
貢
を
窮
詰
す
る
な
り
。
信

ぜ
ざ
る
の
孔は

な
は甚
だ
な
る
者
に
非
ざ
る
か
。
子
貢
聰
敏
な
る
こ
と
翅た
だ

な
ら
ず
し
て
、

能
く
聖
徳
を
知
り
、
亦
能
く
子
禽
の
惑
ふ
所
以
を
知
る
。
故
に
對
へ
て
曰
は
く
、

夫
子
温
良
恭
倹
の
徳
有
り
、
尚
ほ
且
つ
辞
譲
し
て
以
て
其
の
政
を
聞
く
を
得
。
こ

れ
を
求
む
る
の
跡
有
り
と
雖
も
、
然
も
諸
を
他
人
の
こ
れ
を
求
む
る
者
に
視
れ

ば
、
大
ひ
に
徑
庭
有
る
な
り
と
。
善
喩
と
謂
ふ
べ
し
。
夫
れ
善
く
人
を
喩
す
者

は
、
開
き
て
達
せ
ず
、
其
を
し
て
思
ひ
て
こ
れ
を
得
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
孔
門

君
子
の
口
氣
は
、
婉
約
な
る
こ
と
嘉
す
べ
し
。
夫
子
陳
蔡
に
畏
る
。
顔
淵
を
召
し

て
問
ふ
て
曰
は
く
、
詩
に
曰
ふ
、
兕
に
匪あ

ら

ず
虎
に
匪
ず
、
彼
の
曠
野
を
率
う
と
。

吾
が
道
は
非
な
る
か
。
奚な

ん
す為
れ
ぞ
此
に
至
る
と
。
顔
淵
曰
は
く
、
夫
子
の
道
至
大

に
し
て
、
天
下
容い

る
る
こ
と
莫
し
。
然
り
と
雖
も
夫
子
推
し
て
こ
れ
を
行
ふ
。
世

の
我
を
用
ゐ
ざ
る
は
、
國
有
る
者
の
醜
さ
な
り
。
夫
子
何
ぞ
病
ま
ん
。
容
れ
ら
れ

ず
、
然
る
後
に
君
子
を
見
る
。
咄あ

あ嗟
世
人
の
聖
徳
を
知
ら
ず
、
其
の
死
を
欲
す
る

者
有
る
に
至
る
。
何
ぞ
必
ず
陳
亢
・
微
生
畝
ら
こ
れ
を
怪
し
ま
ん
と
。
此
の
章
、

諸
家
の
註
語
由
を
得
ず
、
觧と

き
得
了お
は

り
了お
は

ら
ず
。
さ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
抑
も
こ
れ
に

與あ
づ

か
れ
る
か
と
は
、
果
た
し
て
何
の
謂
ひ
ぞ
や
。
朱
熹
の
経
を
觧
く
や
、
字
権
句

衡
、
今
特
に
與
の
字
を
遺
す
。
其
の
觧
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
な
り
。
鄭
玄
曰

は
く
、
こ
れ
に
與
か
り
て
治
を
為
す
こ
と
を
願
ふ
と
。
諸
家
こ
れ
に
據
り
て
以
て

義
を
成
す
と
為お

も

ふ
か
。
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
求
め
て
こ
れ
を
聞
く
か
、
抑
も
與

か
り
て
こ
れ
を
聞
く
か
は
、
二
句
皆
聞
の
字
を
省
く
。
上
句
を
承
る
が
故
な
り
。
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所
至
之
邦
、
而
必
聞
其
政
。
自
不
信
者
観
之
、
豈
得
不
以
英
雄
希
非
望
為
疑
乎
。

今
子
禽
其
人
也
哉
。
故
曰
求
之
與
、
抑
與
之
與
。
夫
君
子
思
不
出
其
位
、
宜
無
求

於
人
。
求
聞
其
政
、
是
已
非
君
子
事
體
。
若
或
干
預
其
政
、
理
當
與
聞
之
、
抑
不

知
或
與
之
否
。
設
疑
辞
以
窮
詰
子
貢
也
、
非
不
信
之
孔
甚
者
乎
。
子
貢
聰
敏
不

翅
、
能
知
聖
徳
亦
能
知
子
禽
所
以
惑
焉
。
故
對
曰
、
夫
子
有
温
良
恭
倹
之
徳
、
尚

且
辞
譲
、
以
得
聞
其
政
、
雖
有
求
之
之
跡
、
然
視
諸
他
人
之
求
之
者
、
大
有
徑
庭

也
。
可
謂
善
喩
矣
。
夫
善
喩
人
者
、
開
而
不
達
、
使
其
思
而
得
之
也
。
孔
門
君
子

之
口
氣
、
婉
約
可
嘉
。
夫
子
畏
於
陳
蔡
、
召
顔
淵
而
問
焉
曰
、
詩
曰
、
匪
兕
匪

虎
、
率
彼
曠
野
、
吾
道
非
乎
。
奚
為
至
於
此
。
顔
淵
曰
、
夫
子
之
道
至
大
、
天
下

莫
容
。
雖
然
夫
子
推
而
行
之
、
世
不
我
用
、
有
國
者
之
醜
也
。
夫
子
何
病
。
不
容

然
後
見
君
子
。
咄
嗟
世
人
之
不
知
聖
徳
、
至
有
欲
其
死
者
、
何
必
陳
亢
微
生
畝
是

怪
。
此
章
諸
家
註
不
得
語
由
。
觧
得
不
了
了
。
不
、
則
抑
與
之
與
。
果
何
謂
也
。

朱
熹
之
觧
経
、
字
権
句
衡
、
今
特
遺
與
字
。
知
其
不
可
觧
也
。
鄭
玄
曰
、
願
與
之

為
治
。
諸
家
據
之
、
以
為
成
義
乎
。
不
得
已
也
。
求
聞
之
與
、
抑
與
聞
之
與
。
二

句
皆
省
聞
字
。
承
上
句
故
也
。
義
豈
不
明
乎
。
夫
子
温
良
恭
倹
、
六
字
一
句
。
譲

以
得
之
、
四
字
一
句
。
與
孝
経
哭
泣
擗
踊
、
哀
以
送
之
、
同
句
法
。
鄭
玄
誤
以
為

五
徳
、
諸
家
終
不
能
是
正
、
繼
義
可
通
、
奈
其
辞
何
。
古
人
之
文
、
豈
有
醜
拙
如

是
者
哉
。
其
諸
語
辞
、
字
例
見
于
公
羊
。

　
夫
子
の
盛
徳
を
語
り
て
、
以
て
子
禽
の
惑
ひ
を
觧
く
な
り
。

　
余
此
の
章
を
讀
み
て
、
子
禽
の
夫
子
を
信
ぜ
ざ
る
こ
と
孔は

な
は甚
だ
し
き
を
知
る
な

り
。
夫
子
、
天
下
に
道
無
き
を
以
て
し
て
、
隠
れ
ず
し
て
こ
れ
に
加
へ
て
至
る
所

の
邦
に
し
て
必
ず
其
の
政
を
聞
く
。
信
ぜ
ざ
る
者
よ
り
こ
れ
を
觀
る
や
、
豈
に
英

雄
の
非
望
を
希

こ
ひ
ね
が

ふ
を
以
て
疑
ひ
を
為
さ
ざ
る
を
得
ん
や
。
今
子
禽
は
其
の
人
な

る
か
な
。
故
に
曰
は
く
、
こ
れ
を
求
む
る
か
、
抑
も
こ
れ
に
與あ

づ
か

れ
る
か
と
。
夫そ

れ
君
子
は
思
ふ
こ
と
を
其
の
位
を
出
で
ず
、
宜
し
く
人
に
求
む
る
こ
と
な
か
る
べ

し
。
求
め
て
其
の
政
を
聞
く
は
、
こ
れ
已
に
君
子
の
事
體
に
非
ず
。
若も

し
或
い
は

其
の
政
に
干
預
せ
ば
、
理
當ま

さ

に
こ
れ
を
與あ
づ
か

り
聞
く
べ
し
。
抑
も
知
ら
ず
、
或
い

は
こ
れ
に
與あ

づ
か

れ
る
や
否
や
。
疑
辞
を
設
け
て
以
て
子
貢
を
窮
詰
す
る
な
り
。
信

ぜ
ざ
る
の
孔は

な
は甚
だ
な
る
者
に
非
ざ
る
か
。
子
貢
聰
敏
な
る
こ
と
翅た
だ

な
ら
ず
し
て
、

能
く
聖
徳
を
知
り
、
亦
能
く
子
禽
の
惑
ふ
所
以
を
知
る
。
故
に
對
へ
て
曰
は
く
、

夫
子
温
良
恭
倹
の
徳
有
り
、
尚
ほ
且
つ
辞
譲
し
て
以
て
其
の
政
を
聞
く
を
得
。
こ

れ
を
求
む
る
の
跡
有
り
と
雖
も
、
然
も
諸
を
他
人
の
こ
れ
を
求
む
る
者
に
視
れ

ば
、
大
ひ
に
徑
庭
有
る
な
り
と
。
善
喩
と
謂
ふ
べ
し
。
夫
れ
善
く
人
を
喩
す
者

は
、
開
き
て
達
せ
ず
、
其
を
し
て
思
ひ
て
こ
れ
を
得
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
孔
門

君
子
の
口
氣
は
、
婉
約
な
る
こ
と
嘉
す
べ
し
。
夫
子
陳
蔡
に
畏
る
。
顔
淵
を
召
し

て
問
ふ
て
曰
は
く
、
詩
に
曰
ふ
、
兕
に
匪あ

ら

ず
虎
に
匪
ず
、
彼
の
曠
野
を
率
う
と
。

吾
が
道
は
非
な
る
か
。
奚な

ん
す為
れ
ぞ
此
に
至
る
と
。
顔
淵
曰
は
く
、
夫
子
の
道
至
大

に
し
て
、
天
下
容い

る
る
こ
と
莫
し
。
然
り
と
雖
も
夫
子
推
し
て
こ
れ
を
行
ふ
。
世

の
我
を
用
ゐ
ざ
る
は
、
國
有
る
者
の
醜
さ
な
り
。
夫
子
何
ぞ
病
ま
ん
。
容
れ
ら
れ

ず
、
然
る
後
に
君
子
を
見
る
。
咄あ

あ嗟
世
人
の
聖
徳
を
知
ら
ず
、
其
の
死
を
欲
す
る

者
有
る
に
至
る
。
何
ぞ
必
ず
陳
亢
・
微
生
畝
ら
こ
れ
を
怪
し
ま
ん
と
。
此
の
章
、

諸
家
の
註
語
由
を
得
ず
、
觧と

き
得
了お
は

り
了お
は

ら
ず
。
さ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
抑
も
こ
れ
に

與あ
づ

か
れ
る
か
と
は
、
果
た
し
て
何
の
謂
ひ
ぞ
や
。
朱
熹
の
経
を
觧
く
や
、
字
権
句

衡
、
今
特
に
與
の
字
を
遺
す
。
其
の
觧
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
な
り
。
鄭
玄
曰

は
く
、
こ
れ
に
與
か
り
て
治
を
為
す
こ
と
を
願
ふ
と
。
諸
家
こ
れ
に
據
り
て
以
て

義
を
成
す
と
為お

も

ふ
か
。
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
求
め
て
こ
れ
を
聞
く
か
、
抑
も
與

か
り
て
こ
れ
を
聞
く
か
は
、
二
句
皆
聞
の
字
を
省
く
。
上
句
を
承
る
が
故
な
り
。
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義
豈
に
明
ら
か
な
ら
ざ
る
や
。
夫
子
温
良
恭
倹
、
六
字
一
句
。
譲
り
て
以
て
こ
れ

を
得
、
四
字
一
句
。
孝
経
の
哭
泣
擗
踊
、
哀
し
み
て
以
て
こ
れ
を
送
る
と
句
法
を

同
じ
く
す
。
鄭
玄
誤
り
て
以
て
五
徳
と
為
す
。
諸
家
終
に
是
正
す
る
こ
と
能
は

ず
。
義
に
縱し

た
が

へ
ば
通
ず
べ
き
も
、
其
の
辞
を
奈い
か
ん何
せ
ん
。
古
人
の
文
、
豈
に
醜

拙
な
る
こ
と
是
の
如
き
者
あ
ら
ん
。
其
れ
諸

も
ろ
も
ろ

の
語
辞
、
字
例
は
公
羊
に
見
ゆ
。

　
夫
子
の
盛
ん
な
る
徳
を
語
る
こ
と
で
、
子
禽
の
惑
い
を
解
い
た
の
で
あ
る
。

　私は
こ
の
章
を
読
み
、
子
禽
が
夫
子
を
甚
だ
信
頼
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ

た
。
夫
子
は
天
下
に
道
が
行
わ
れ
な
い
の
に
隠
遁
し
て
し
ま
わ
ず
、
さ
ら
に
国
に

行
き
着
く
ご
と
に
、
必
ず
そ
の
政
治
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る
。（
夫
子
を
）
信
頼

し
な
い
も
の
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
し
て
英
雄
の
望
み
で
は
な
い
こ
と
が
ま
れ
で
あ

る
こ
と
を
疑
わ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。
今
、
子
禽
が
そ
の
人
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
お
求
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
参
与
な
さ
っ
て
相
談
を
お
受
け
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
そ
も
そ
も
君
子
は
自
分
の
位
に
過
ぎ
た
こ
と

を
思
わ
ず
、
当
然
人
に
求
め
な
い
の
が
良
い
。
自
分
か
ら
求
め
て
政
治
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
は
、
す
で
に
君
子
の
事
柄
で
は
な
い
。
も
し
も
そ
の
政
治
に
関
わ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
道
理
と
し
て
当
然
参
与
し
て
相
談
を
受
け
る
。
そ
も
そ
も
参
与

す
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
で
、
疑
問
の
言
葉
で
子
貢
を
問
い
詰
め
た
の
で
あ
る
。

は
な
は
だ
信
頼
し
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
貢
は
賢
き
こ
と
た
だ

な
ら
ず
、
孔
子
の
聖
徳
を
理
解
し
、
ま
た
子
禽
の
惑
う
わ
け
も
理
解
で
き
て
い

た
。
だ
か
ら
答
え
て
「
夫
子
に
は
お
だ
や
か
で
、
す
な
お
で
、
う
や
う
や
し
く
、

慎
み
深
い
と
い
う
徳
が
お
あ
り
に
な
り
、
な
お
か
つ
へ
り
く
だ
っ
て
譲
ら
れ
て
か

ら
そ
の
政
治
に
参
与
し
て
相
談
を
受
け
ら
れ
る
の
だ
。
自
分
か
ら
求
め
た
よ
う
に

見
え
る
と
い
っ
て
も
、
他
の
人
が
求
め
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
み
れ
ば
、
大
い
に

隔
た
り
が
あ
る
」
と
言
っ
た
。
上
手
に
諭
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
人
を

諭
す
の
が
上
手
な
者
は
、
一
端
を
開
い
て
も
全
て
を
教
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
相
手

に
考
え
さ
せ
て
到
達
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
孔
子
門
下
の
話
し
ぶ
り
は
、
婉
曲
で
含

み
が
あ
り
、
よ
し
と
す
べ
き
で
あ
る
。
夫
子
が
陳
蔡
に
て
災
厄
に
遭
っ
た
と
き
、

顔
淵
を
召
し
て
こ
う
尋
ね
た
。「『
詩
経
』
に
は
『
野
牛
で
も
な
く
虎
で
も
な
い
の

に
、
荒
野
を
さ
ま
よ
い
歩
く
』〔
小
雅
・
魚
藻
之
什
、
何
艸
不
黄
〕
と
あ
る
。
私

の
道
は
こ
れ
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。」

顔
淵
が
言
う
に
は
「
先
生
の
道
は
大
き
く
、
天
下
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
者
は
い
な

い
の
に
、
先
生
は
推
し
進
め
よ
う
と
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
世
の
中
で
自
分
を

用
い
て
く
だ
さ
る
人
が
い
な
い
の
は
、
国
を
保
つ
者
の
醜
さ
で
す
。
先
生
は
ど
う

し
て
お
気
に
病
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
の

後
に
君
子
に
お
会
い
す
る
の
で
す
。」〔『
史
記
』
孔
子
世
家
〕
あ
あ
、
世
の
人
は

聖
徳
を
知
ら
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
死
を
願
う
者
ま
で
い
る
。
ど
う
し
て
陳
亢

（
子
禽
）
や
微
生
畝
〔『
論
語
』
憲
問
第
十
四
。
孔
子
に
佞
で
は
な
い
か
と
尋
ね

た
〕
を
怪
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
章
に
対
す
る
諸
家
の
註
は
語
由
を
得
て

お
ら
ず
、
解
釈
し
き
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
そ
も
そ
も
こ
れ
に
與

か
れ
る
か
」
と
は
、
果
た
し
て
ど
う
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
朱
熹
が
経
を
解

釈
す
る
に
は
、
字
句
の
つ
り
合
い
を
考
え
て
、
今
特
に
「
與
」
の
字
を
残
し
た
。

解
釈
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
鄭
玄
は
「
政
治
に
あ
ず
か
っ

て
政
治
を
行
う
こ
と
を
願
っ
た
」
と
言
い
、
諸
家
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
で
意
味
が
通
る
だ
ろ
う
か
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。「
求
め

て
こ
れ
を
聞
く
か
、
抑
も
與
り
て
こ
れ
を
聞
く
か
」
の
二
句
は
ど
ち
ら
も
「
聞
」

の
字
を
省
い
て
あ
る
。
上
の
句
を
承
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
意
味
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。「
夫
子
温
良
恭
倹
」
は
六
字
で
一
句
、「
譲
以
得
之
」
は
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四
字
で
一
句
。『
孝
経
』
の
「
哭
泣
擗
踊
、
哀
以
送
之
」〔
喪
親
第
十
八
〕
と
同
じ

句
法
で
あ
る
。
鄭
玄
は
誤
っ
て
五
徳
と
し
て
お
り
、
諸
家
は
つ
い
に
改
め
正
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
意
味
に
従
え
ば
通
じ
る
の
で
あ
る
が
、
辞
と
し
て
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
古
人
の
文
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
下
手
な
も
の
が
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
語
辞
に
つ
い
て
、
字
例
は
公
羊
伝
に
見
え
る
。

＊

　
＊

　
＊

十
一

子
曰
、
父
在
觀
其
志
、
父
没
觀
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
矣
。

子
の
た
ま
は
く
、
父
在い

ま

せ
ば
其
の
志
を
觀
、
父
没み
ま
か

り
せ
ば
其
の
行
ひ
を
觀
る
。

三
年
父
の
道
を
改
む
る
こ
と
無
き
は
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
父
親
が
お
い
で
の
と
き
は
そ
の
志
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
、
父
親
が
亡
く
な
ら
れ
た
ら
そ
の
行
い
を
見
極
め
る
。
三
年
間
父
の
や
り
方

を
変
え
る
こ
と
が
無
い
な
ら
、
孝
と
い
え
る
。」

　
語
觀
人
之
有
見
於
孝
也
。

　
夫
孝
、
百
行
之
本
也
。
故
孝
子
之
門
、
必
出
忠
臣
。
孝
経
曰
、
事
父
孝
、
故
忠

可
移
於
君
、
是
之
謂
也
。
韓
康
伯
之
母
聞
呉
隠
之
之
哭
、
謂
康
伯
曰
、
汝
若
居
銓

衡
、
當
擧
如
此
輩
人
、
所
謂
有
見
於
孝
者
也
。

　
人
を
觀
る
こ
と
、
孝
に
見
る
こ
と
有
る
を
語
る
な
り
。

　
夫そ

れ
孝
は
百
行
の
本
な
り
。
故
に
孝
子
の
門
、
必
ず
忠
臣
を
出
だ
す
。
孝
経
に

曰
は
く
、
父
に
事
へ
て
孝
、
故
に
忠
君
に
移
す
べ
し
と
、
こ
の
謂
な
り
。
韓
康
伯

の
母
、
呉
隠
之
の
哭
く
を
聞
き
、
康
伯
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
汝
若
し
銓
衡
に
居
ら

ば
、
當
に
此
の
如
き
輩
の
人
を
擧
ぐ
べ
し
と
。
所
謂
孝
に
見
る
こ
と
有
る
者
な

り
。

　
人
を
見
分
け
る
こ
と
が
、
孝
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
見
分
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
語
る
。

　
そ
も
そ
も
孝
は
様
々
な
行
い
の
基
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
孝
子
の
門
は
、
必
ず
忠

臣
を
輩
出
す
る
。『
孝
経
』
に
は
「
父
に
事
え
て
孝
、
だ
か
ら
ま
ご
こ
ろ
を
君
主

に
移
す
こ
と
が
で
き
る
」〔
廣
揚
名
篇
〕
と
あ
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。
韓

康
伯
の
母
は
、
呉
隠
之
の
哭
く
声
を
聞
き
、
康
伯
に
「
お
前
が
も
し
人
材
を
選
ぶ

部
署
に
配
属
さ
れ
た
ら
、
あ
の
よ
う
な
人
を
選
ぶ
べ
き
で
す
よ
。」
と
言
っ
た

〔『
晋
書
』
呉
隠
之
列
伝
〕。
い
わ
ゆ
る
孝
が
見
所
で
あ
る
人
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

十
二

有
子
曰
、
禮
之
用
和
為
貴
。
先
王
之
道
斯
為
美
。
小
大
由
之
、
有
所
不
行
。
知
和

而
和
、
不
以
禮
節
之
、
亦
不
可
行
也
。

有
子
曰
は
く
、
禮
は
こ
れ
和
を
用
ゐ
る
を
貴
し
と
為
す
。
先
王
の
道
斯こ

れ
を
し
て
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四
字
で
一
句
。『
孝
経
』
の
「
哭
泣
擗
踊
、
哀
以
送
之
」〔
喪
親
第
十
八
〕
と
同
じ

句
法
で
あ
る
。
鄭
玄
は
誤
っ
て
五
徳
と
し
て
お
り
、
諸
家
は
つ
い
に
改
め
正
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
意
味
に
従
え
ば
通
じ
る
の
で
あ
る
が
、
辞
と
し
て
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
古
人
の
文
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
下
手
な
も
の
が
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
語
辞
に
つ
い
て
、
字
例
は
公
羊
伝
に
見
え
る
。

＊

　
＊

　
＊

十
一

子
曰
、
父
在
觀
其
志
、
父
没
觀
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
矣
。

子
の
た
ま
は
く
、
父
在い

ま

せ
ば
其
の
志
を
觀
、
父
没み
ま
か

り
せ
ば
其
の
行
ひ
を
觀
る
。

三
年
父
の
道
を
改
む
る
こ
と
無
き
は
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
父
親
が
お
い
で
の
と
き
は
そ
の
志
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
、
父
親
が
亡
く
な
ら
れ
た
ら
そ
の
行
い
を
見
極
め
る
。
三
年
間
父
の
や
り
方

を
変
え
る
こ
と
が
無
い
な
ら
、
孝
と
い
え
る
。」

　
語
觀
人
之
有
見
於
孝
也
。

　
夫
孝
、
百
行
之
本
也
。
故
孝
子
之
門
、
必
出
忠
臣
。
孝
経
曰
、
事
父
孝
、
故
忠

可
移
於
君
、
是
之
謂
也
。
韓
康
伯
之
母
聞
呉
隠
之
之
哭
、
謂
康
伯
曰
、
汝
若
居
銓

衡
、
當
擧
如
此
輩
人
、
所
謂
有
見
於
孝
者
也
。

　
人
を
觀
る
こ
と
、
孝
に
見
る
こ
と
有
る
を
語
る
な
り
。

　
夫そ

れ
孝
は
百
行
の
本
な
り
。
故
に
孝
子
の
門
、
必
ず
忠
臣
を
出
だ
す
。
孝
経
に

曰
は
く
、
父
に
事
へ
て
孝
、
故
に
忠
君
に
移
す
べ
し
と
、
こ
の
謂
な
り
。
韓
康
伯

の
母
、
呉
隠
之
の
哭
く
を
聞
き
、
康
伯
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
汝
若
し
銓
衡
に
居
ら

ば
、
當
に
此
の
如
き
輩
の
人
を
擧
ぐ
べ
し
と
。
所
謂
孝
に
見
る
こ
と
有
る
者
な

り
。

　
人
を
見
分
け
る
こ
と
が
、
孝
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
見
分
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
語
る
。

　
そ
も
そ
も
孝
は
様
々
な
行
い
の
基
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
孝
子
の
門
は
、
必
ず
忠

臣
を
輩
出
す
る
。『
孝
経
』
に
は
「
父
に
事
え
て
孝
、
だ
か
ら
ま
ご
こ
ろ
を
君
主

に
移
す
こ
と
が
で
き
る
」〔
廣
揚
名
篇
〕
と
あ
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。
韓

康
伯
の
母
は
、
呉
隠
之
の
哭
く
声
を
聞
き
、
康
伯
に
「
お
前
が
も
し
人
材
を
選
ぶ

部
署
に
配
属
さ
れ
た
ら
、
あ
の
よ
う
な
人
を
選
ぶ
べ
き
で
す
よ
。」
と
言
っ
た

〔『
晋
書
』
呉
隠
之
列
伝
〕。
い
わ
ゆ
る
孝
が
見
所
で
あ
る
人
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

十
二

有
子
曰
、
禮
之
用
和
為
貴
。
先
王
之
道
斯
為
美
。
小
大
由
之
、
有
所
不
行
。
知
和

而
和
、
不
以
禮
節
之
、
亦
不
可
行
也
。

有
子
曰
は
く
、
禮
は
こ
れ
和
を
用
ゐ
る
を
貴
し
と
為
す
。
先
王
の
道
斯こ

れ
を
し
て
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美
と
為
す
。
小
大
こ
れ
に
由
る
も
、
行
は
れ
ざ
る
所
有
り
。
和
を
知
り
て
和
す
れ

ど
も
、
禮
を
以
て
之
を
節
せ
ざ
れ
ば
、
亦
行
は
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

有
子
が
言
っ
た
。「
礼
は
和
を
用
い
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。
先
王
の
道
は
こ
の

こ
と
を
美
と
す
る
。
大
小
と
な
く
こ
れ
に
由
る
、
し
か
し
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
あ
る
。
だ
か
ら
和
（
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
）
を
知
っ
て
和
す
る
。
し
か
し
礼

で
引
き
締
め
な
け
れ
ば
、
ま
た
う
ま
く
い
か
な
い
。」

　
語
行
禮
者
宜
貴
和
也
。

　禮之
用
和
為
貴
、
伊
藤
維
楨
曰
、
用
訓
以
。
引
證
儒
行
禮
之
以
和
為
貴
。
為

是
。
夫
禮
、
定
上
下
尊
卑
之
分
。
節
制
厳
粛
、
故
非
以
和
順
行
之
、
則
勢
或
間

隔
。
所
以
貴
和
也
。
先
王
之
道
、
事
無
大
小
、
以
禮
行
之
、
行
禮
以
和
。
故
有
節

而
不
隔
。
節
和
以
禮
、
故
和
而
不
流
。
和
而
不
流
、
有
節
而
不
隔
、
禮
是
以
文
。

所
以
為
美
也
。
小
大
由
之
、
説
者
以
此
句
属
上
、
或
属
下
、
皆
未
穏
當
。
不
詳
考

之
誤
也
。
此
文
本
當
作
小
大
由
之
。
小
大
由
之
、
有
所
不
行
。
有
所
不
行
、
知
和

而
和
。
知
和
而
和
、
不
以
禮
節
之
、
亦
不
可
行
也
。
古
文
貴
簡
、
三
句
皆
省
一

句
。
高
雅
甚
。
讀
者
詳
旃
。

　
禮
を
行
ふ
者
、
宜
し
く
和
を
貴
ぶ
べ
き
こ
と
を
語
る
な
り
。

　
禮
は
こ
れ
和
を
用
ふ
る
を
貴
し
と
為
す
、
伊
藤
維
楨
曰
は
く
、
用
は
以
て
と
訓

ず
と
。
證
す
る
に
儒
行
禮
の
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
を
引
く
。
是
と
為
す
。
夫
れ

禮
は
上
下
尊
卑
の
分
を
定
め
、
節
制
す
る
こ
と
厳
粛
な
り
。
故
に
和
順
を
以
て
こ

れ
を
行
ふ
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
勢
い
或
は
間
隔
す
。
和
を
貴
ぶ
所
以
な
り
。
先
王

の
道
、
事
の
大
小
と
無
く
禮
を
以
て
こ
れ
を
行
ふ
。
禮
を
行
ふ
に
和
を
以
て
す
、

故
に
節
有
り
て
隔
た
ら
ず
。
和
を
節
す
る
に
禮
を
以
て
す
、
故
に
和
し
て
流
れ

ず
。
和
し
て
流
れ
ず
、
節
有
り
て
隔
た
ら
ず
、
禮
是
を
以
て
文
な
り
。
美
と
為
す

所
以
な
り
。
小
大
こ
れ
に
由
る
は
、
説
く
者
此
の
句
を
以
て
上
に
属
し
、
或
は
下

に
属
す
。
皆
未
だ
穏
當
な
ら
ず
。
詳
し
く
考
え
ざ
る
の
誤
り
な
り
。
此
の
文
、
本

當
に
小
大
こ
れ
に
由
る
、
小
大
こ
れ
に
由
る
に
行
は
れ
ざ
る
所
有
り
。
行
は
れ
ざ

る
所
有
れ
ば
、
和
を
知
り
て
和
す
。
和
を
知
り
て
和
す
る
に
、
禮
を
以
て
こ
れ
を

節
せ
ざ
れ
ば
、
亦
行
は
る
べ
か
ら
ざ
る
に
作
る
べ
し
。
古
文
簡
を
貴
ぶ
、
三
句
皆

一
句
を
省
く
。
高
雅
な
る
こ
と
甚
だ
し
。
讀
者
は
旃こ
れ

を
詳
ら
か
に
せ
よ
。

　
礼
を
行
う
も
の
は
、
和
順
を
貴
ぶ
の
が
よ
い
こ
と
を
語
る
。

　
「
礼
は
こ
れ
和
を
用
う
る
を
貴
し
と
為
す
」
に
つ
い
て
、
伊
藤
仁
斎
が
言
う
に

は
、「『
用
』
は
『
以
て
』
と
い
う
意
味
で
読
む
」
と
。
こ
れ
を
証
明
す
る
の
に
、

『
礼
記
』
儒
行
篇
の
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
を
引
く
。
正
し
い
と
思
う
。
そ

も
そ
も
礼
は
上
下
尊
卑
の
分
を
定
め
、
厳
粛
に
抑
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
和

順
を
以
て
行
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
勢
い
は
、
あ
る
い
は
（
人
々
の
）
間
を
広
げ
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
和
を
貴
ぶ
理
由
で
あ
る
。
先
王
の
道
は
、
も
の
ご
と
の
大
小
と

な
く
礼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
礼
を
行
う
の
に
和
を
以
て
し
た
、
だ
か
ら
節
度
が

あ
っ
て
も
隔
た
ら
な
い
。
和
を
引
き
締
め
る
の
に
礼
に
よ
っ
た
、
だ
か
ら
和
し
て

も
流
さ
れ
な
い
。
和
し
て
も
流
さ
れ
な
い
、
だ
か
ら
節
度
が
あ
っ
て
も
隔
た
ら
な

い
。
礼
は
こ
の
ゆ
え
に
外
側
を
飾
る
、
こ
れ
が
美
と
す
る
理
由
で
あ
る
。「
小
大

こ
れ
に
由
る
」
に
つ
い
て
、
説
く
者
は
こ
の
句
を
上
に
く
っ
つ
け
た
り
下
に
く
っ

つ
け
た
り
す
る
。
い
ず
れ
も
道
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
。
詳
し
く
考
え
な
い
た
め

の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
文
は
も
と
は
「
こ
と
の
小
大
と
な
く
こ
れ
に
由
る
。
こ
れ
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に
由
る
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
和
を
大
事
だ
と
思
っ
て
和
す
る
。
和
を
大
事
だ
と
思
っ
て
和
し
て
も
礼
で
ひ

き
し
め
な
け
れ
ば
、
ま
た
う
ま
く
い
か
な
い
。」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
古
文
は
簡

潔
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
三
句
と
も
一
句
を
省
い
て
い
る
。
は
な
は
だ
雅
や

か
で
あ
る
。
読
者
は
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
。

＊

　
＊

　
＊

十
三

有
子
曰
、
信
近
於
義
、
言
可
復
也
。
恭
近
於
禮
、
遠
恥
辱
也
。
因
不
失
其
親
、
亦

可
宗
也
。

有
子
曰
は
く
、
信
は
義
に
近
し
。
言
復ふ

む
べ
け
れ
ば
な
り
。
恭
は
禮
に
近
し
。
恥

辱
に
遠
け
れ
ば
な
り
。
因
る
こ
と
其
の
親
を
失
は
ざ
れ
ば
、
亦
宗
と
す
べ
き
な

り
。

有
子
が
言
っ
た
。
信
は
義
に
近
い
。（
信
頼
が
で
き
る
人
の
）
言
葉
は
実
行
す
べ

き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
恭
し
さ
は
礼
に
近
い
。（
恭
の
人
は
）
恥
辱
か
ら
遠
ざ

か
る
か
ら
で
あ
る
。（
人
と
）
関
わ
る
の
に
親
（
の
徳
）
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
こ

れ
も
ま
た
根
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
語
質
行
之
為
貴
也
。

　
傳
曰
、
詩
書
、
義
之
府
也
。
禮
樂
、
徳
之
則
也
。
禮
也
義
也
。
學
而
後
識
之
。

非
郷
人
之
所
得
知
也
。
今
有
信
士
于
茲
、
其
言
必
可
履
矣
。
豈
不
近
於
知
義
之
人

乎
。
是
信
與
義
不
相
遠
也
。
有
恭
人
于
茲
、
必
遠
恥
辱
矣
。
豈
不
近
於
知
禮
之
人

乎
。
是
恭
與
禮
不
相
遠
也
。
恭
與
信
也
、
皆
非
甚
高
難
行
之
徳
。
雖
郷
人
其
質
美

者
、
咸
能
行
之
。
所
謂
質
行
者
是
也
。
親
亦
徳
名
。
與
恭
信
一
類
。
有
人
于
茲
與

人
懇
惻
親
睦
、
則
百
行
之
美
、
因
親
來
集
。
是
親
為
行
之
宗
也
。
宗
、
猶
曰
本
。

因
者
、
因
仍
交
渉
之
謂
也
。
孝
経
曰
、
因
厳
以
教
敬
。
因
親
以
教
愛
。
聖
人
之

教
、
不
粛
而
成
。
其
政
、
不
厳
而
治
。
其
所
因
者
本
也
。
因
字
之
義
、
可
以
見

也
。
有
子
以
孝
弟
説
仁
、
以
恭
信
説
禮
義
。
所
以
説
之
意
雖
不
同
、
其
有
見
於
本

者
一
也
。
余
嘗
作
君
子
行
、
曰
、
有
若
睎
聖
、
言
貌
皆
似
。
禮
義
宗
親
、
仁
本
孝

弟
。
賛
尚
徳
之
篤
也
。

　
質
行
の
貴
し
と
為
す
を
語
る
な
り
。

　
傳
に
曰
は
く
、
詩
書
は
義
の
府
な
り
、
禮
樂
は
徳
の
則
な
り
と
。
禮
や
義
や
、

學
び
て
後
に
こ
れ
を
識
る
。
郷
人
の
知
る
を
得
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
今
茲
に
信

士
あ
ら
ん
、
其
の
言
必
ず
履
む
べ
し
。
豈
に
義
を
知
る
の
人
に
近
か
ら
ざ
ら
ん

や
。
是
れ
信
と
義
と
相
遠
か
ら
ざ
る
な
り
。
茲
に
恭
人
あ
ら
ん
、
必
ず
恥
辱
に
遠

ざ
か
る
。
豈
に
禮
を
知
る
の
人
に
近
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
恭
と
禮
と
相
遠
か
ら

ざ
る
な
り
。
恭
と
信
と
は
、
皆
甚
だ
高
く
行
ひ
難
き
の
徳
に
非
ず
。
郷
人
と
雖
も

其
の
質
美
な
る
者
、
咸み

な

能
く
こ
れ
を
行
ふ
。
い
は
ゆ
る
質
行
者
、
是
れ
な
り
。
親

も
亦
徳
の
名
、
恭
信
と
一
類
。
茲
に
人
有
り
、
人
と
懇
惻
親
睦
す
れ
ば
、
則
ち
百

行
の
美
、
親
に
因
り
て
來
り
集
ふ
。
是
れ
親
、
行
の
宗
た
る
な
り
。
宗
は
、
猶
ほ

本
と
曰
ふ
が
ご
と
き
者
、
因よ

り仍
て
交
渉
す
る
の
謂
な
り
。
孝
経
に
曰
は
く
、
厳
に

因
り
て
以
て
敬
を
教
え
、
親
に
因
り
て
以
て
愛
を
教
ふ
。
聖
人
の
教
え
は
、
粛
な
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に
由
る
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
和
を
大
事
だ
と
思
っ
て
和
す
る
。
和
を
大
事
だ
と
思
っ
て
和
し
て
も
礼
で
ひ

き
し
め
な
け
れ
ば
、
ま
た
う
ま
く
い
か
な
い
。」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
古
文
は
簡

潔
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
三
句
と
も
一
句
を
省
い
て
い
る
。
は
な
は
だ
雅
や

か
で
あ
る
。
読
者
は
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
。

＊

　
＊

　
＊

十
三

有
子
曰
、
信
近
於
義
、
言
可
復
也
。
恭
近
於
禮
、
遠
恥
辱
也
。
因
不
失
其
親
、
亦

可
宗
也
。

有
子
曰
は
く
、
信
は
義
に
近
し
。
言
復ふ

む
べ
け
れ
ば
な
り
。
恭
は
禮
に
近
し
。
恥

辱
に
遠
け
れ
ば
な
り
。
因
る
こ
と
其
の
親
を
失
は
ざ
れ
ば
、
亦
宗
と
す
べ
き
な

り
。

有
子
が
言
っ
た
。
信
は
義
に
近
い
。（
信
頼
が
で
き
る
人
の
）
言
葉
は
実
行
す
べ

き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
恭
し
さ
は
礼
に
近
い
。（
恭
の
人
は
）
恥
辱
か
ら
遠
ざ

か
る
か
ら
で
あ
る
。（
人
と
）
関
わ
る
の
に
親
（
の
徳
）
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
こ

れ
も
ま
た
根
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
語
質
行
之
為
貴
也
。

　
傳
曰
、
詩
書
、
義
之
府
也
。
禮
樂
、
徳
之
則
也
。
禮
也
義
也
。
學
而
後
識
之
。

非
郷
人
之
所
得
知
也
。
今
有
信
士
于
茲
、
其
言
必
可
履
矣
。
豈
不
近
於
知
義
之
人

乎
。
是
信
與
義
不
相
遠
也
。
有
恭
人
于
茲
、
必
遠
恥
辱
矣
。
豈
不
近
於
知
禮
之
人

乎
。
是
恭
與
禮
不
相
遠
也
。
恭
與
信
也
、
皆
非
甚
高
難
行
之
徳
。
雖
郷
人
其
質
美

者
、
咸
能
行
之
。
所
謂
質
行
者
是
也
。
親
亦
徳
名
。
與
恭
信
一
類
。
有
人
于
茲
與

人
懇
惻
親
睦
、
則
百
行
之
美
、
因
親
來
集
。
是
親
為
行
之
宗
也
。
宗
、
猶
曰
本
。

因
者
、
因
仍
交
渉
之
謂
也
。
孝
経
曰
、
因
厳
以
教
敬
。
因
親
以
教
愛
。
聖
人
之

教
、
不
粛
而
成
。
其
政
、
不
厳
而
治
。
其
所
因
者
本
也
。
因
字
之
義
、
可
以
見

也
。
有
子
以
孝
弟
説
仁
、
以
恭
信
説
禮
義
。
所
以
説
之
意
雖
不
同
、
其
有
見
於
本

者
一
也
。
余
嘗
作
君
子
行
、
曰
、
有
若
睎
聖
、
言
貌
皆
似
。
禮
義
宗
親
、
仁
本
孝

弟
。
賛
尚
徳
之
篤
也
。

　
質
行
の
貴
し
と
為
す
を
語
る
な
り
。

　
傳
に
曰
は
く
、
詩
書
は
義
の
府
な
り
、
禮
樂
は
徳
の
則
な
り
と
。
禮
や
義
や
、

學
び
て
後
に
こ
れ
を
識
る
。
郷
人
の
知
る
を
得
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
今
茲
に
信

士
あ
ら
ん
、
其
の
言
必
ず
履
む
べ
し
。
豈
に
義
を
知
る
の
人
に
近
か
ら
ざ
ら
ん

や
。
是
れ
信
と
義
と
相
遠
か
ら
ざ
る
な
り
。
茲
に
恭
人
あ
ら
ん
、
必
ず
恥
辱
に
遠

ざ
か
る
。
豈
に
禮
を
知
る
の
人
に
近
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
恭
と
禮
と
相
遠
か
ら

ざ
る
な
り
。
恭
と
信
と
は
、
皆
甚
だ
高
く
行
ひ
難
き
の
徳
に
非
ず
。
郷
人
と
雖
も

其
の
質
美
な
る
者
、
咸み

な

能
く
こ
れ
を
行
ふ
。
い
は
ゆ
る
質
行
者
、
是
れ
な
り
。
親

も
亦
徳
の
名
、
恭
信
と
一
類
。
茲
に
人
有
り
、
人
と
懇
惻
親
睦
す
れ
ば
、
則
ち
百

行
の
美
、
親
に
因
り
て
來
り
集
ふ
。
是
れ
親
、
行
の
宗
た
る
な
り
。
宗
は
、
猶
ほ

本
と
曰
ふ
が
ご
と
き
者
、
因よ

り仍
て
交
渉
す
る
の
謂
な
り
。
孝
経
に
曰
は
く
、
厳
に

因
り
て
以
て
敬
を
教
え
、
親
に
因
り
て
以
て
愛
を
教
ふ
。
聖
人
の
教
え
は
、
粛
な
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ら
ず
し
て
成
る
。
其
の
政
は
、
厳
な
ら
ず
し
て
治
ま
る
。
其
の
因
る
所
の
者
は
本

な
り
と
。
因
字
の
義
、
以
て
見
る
べ
き
な
り
。
有
子
、
孝
弟
を
以
て
仁
を
説
き
、

恭
信
を
以
て
禮
義
を
説
く
。
こ
れ
を
説
く
所
以
の
意
同
じ
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、
其

れ
本
を
見
る
者
有
る
は
一
な
り
。
余
嘗
て
君
子
行
を
作
り
て
曰
は
く
、
有
若
聖
を

睎の
ぞ

め
ば
、
言
貌
皆
似
る
。
禮
義
親
を
宗
と
し
、
仁
は
孝
弟
に
本
づ
く
と
。
徳
を
尚

ぶ
の
篤
き
を
賛
え
る
な
り
。

　
性
質
と
行
い
と
を
貴
し
と
す
る
こ
と
を
語
る
。

　
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
「
詩
書
は
義
の
府
、
礼
楽
は
徳
の
則
」〔
僖
公
二
十
七

年
〕
と
あ
る
。
礼
や
義
は
、
学
ん
で
は
じ
め
て
そ
れ
を
知
る
。
郷
人
が
知
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
今
こ
こ
に
信
の
士
が
い
れ
ば
、
そ
の
言
葉
は
必
ず
実

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
義
を
知
る
人
に
近
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
。
信
と
義
と
は
互
い
に
遠
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
恭
人
が
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
人
は
恥
辱
か
ら
遠
ざ
か
る
、
ど
う
し
て
礼
を
知
っ
て
い
る
人
に
近
く
な
い
こ

と
が
あ
ろ
う
か
。
恭
と
礼
と
は
互
い
に
遠
く
な
い
の
で
あ
る
。
恭
と
信
と
は
、
ど

ち
ら
も
は
な
は
だ
高
く
行
う
の
が
難
し
い
徳
で
は
な
い
。
郷
人
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
性
質
が
素
晴
ら
し
い
人
で
あ
れ
ば
、
み
な
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
質

行
者
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
親
も
や
は
り
徳
の
名
で
あ
る
。
恭
信
と
同
じ
た

ぐ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
と
交
わ
る
の
に
い
つ
も
ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
親

し
く
す
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
は
全
て
の
行
い
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
。
親
に

よ
っ
て
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
、
こ
れ
は
親
が
行
い
の
宗
だ
か
ら
で
あ
る
。
宗
と

は
、
お
お
も
と
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
因
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
関
わ
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
孝
経
』
に
は
「（
聖
人
は
）
厳
に
因
り
て
以
て
敬
を
教

え
、
親
に
因
り
て
以
て
愛
を
教
え
る
。
聖
人
の
教
え
は
き
つ
く
引
き
締
め
ず
し
て

成
り
、
そ
の
政
は
厳
し
く
な
く
し
て
治
ま
る
。
そ
の
因
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
根
本

で
あ
る
」〔
聖
治
第
九
〕
と
あ
る
。
因
の
字
の
意
味
が
分
か
る
。
有
子
は
孝
悌
で

仁
を
説
き
、
恭
信
で
礼
儀
を
説
い
た
。
説
い
た
意
味
は
同
じ
で
は
な
く
て
も
、
そ

の
根
本
に
見
え
る
も
の
は
同
じ
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
君
子
行
を
作
り
、
そ
こ
で

こ
う
言
っ
た
。「
有
若
は
聖
人
に
憧
れ
て
、
言
葉
や
容
貌
が
似
て
い
た
。
礼
儀
は

親
を
宗
と
し
、
仁
は
孝
悌
を
根
本
と
す
る
。」〔
荒
木
見
悟
主
編
『
亀
井
南
冥
・
昭

陽
全
集
』（
葦
書
房
、
一
九
七
八
年
）
に
は
未
収
録
〕
徳
を
篤
く
尊
ん
で
い
る
こ

と
を
た
た
え
る
の
で
あ
る
。

＊

　
＊

　
＊

十
四

子
曰
、
君
子
、
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
。
敏
於
事
而
慎
於
言
、
就
有
道
而
正
焉
。

可
謂
好
學
也
已
。

子
の
た
ま
は
く
、
君
子
、
食
は
飽
く
る
を
求
め
ず
、
居
は
安
ん
ず
る
を
求
め
ず
。

事
に
敏
に
し
て
言
に
慎
み
、有
道
に
就
き
て
正
す
。
學
を
好
む
と
謂
ふ
べ
き
の
み
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
君
子
は
、
食
べ
物
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と

を
求
め
ず
、
居
所
は
安
心
で
き
る
こ
と
を
求
め
な
い
。
物
事
に
敏
感
で
あ
っ
て
言

葉
を
愼
み
、（
そ
の
上
で
）
有
道
の
人
に
つ
い
て
正
す
。（
こ
う
で
あ
れ
ば
）
学
を

好
む
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
ね
。」
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語
君
子
之
用
心
也
。

　
茂
卿
曰
、
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
而
慎
於
言
、
是
君
子
之
行
也
。
然

必
就
有
道
而
正
焉
。
而
後
可
謂
好
學
也
已
。
蓋
小
人
之
志
在
温
飽
、
君
子
則
否
。

所
事
天
職
也
。
不
可
不
敏
焉
。
一
言
出
而
民
知
其
過
也
。
不
可
不
慎
焉
。
在
上
之

人
當
爾
。
學
而
成
長
民
之
徳
者
、
當
爾
。
故
曰
君
子
之
行
也
。
凡
孔
子
所
謂
學

者
、
學
先
王
之
道
也
。
有
道
、
言
有
道
藝
者
。
先
王
之
道
存
焉
。
故
就
有
道
而
正

焉
。
謂
之
好
學
也
。
魯
按
、
夫
子
以
好
學
稱
者
、
在
門
弟
子
獨
有
顔
子
而
已
。
君

子
學
以
致
其
道
。
不
學
則
莫
以
致
其
道
焉
。
可
見
好
學
之
為
君
子
之
大
行
也
。
故

衛
孔
圉
之
汰
、
苟
有
敏
而
好
學
、
不
恥
下
問
之
美
、
則
不
非
其
諡
文
。
蓋
取
不
失

君
子
之
大
行
也
與
。

　
君
子
の
用
心
を
語
る
な
り
。

　
茂
卿
曰
は
く
、
食
は
飽
く
る
を
求
め
ず
、
居
は
安
ん
ず
る
を
求
め
ず
。
事
に
敏

に
し
て
言
に
慎
む
。
是
れ
君
子
の
行
ひ
な
り
。
然
れ
ど
も
必
ず
有
道
に
就
き
て
正

す
。
而
る
後
に
學
を
好
む
と
謂
ふ
べ
き
な
る
の
み
と
。
蓋
し
小
人
の
志
は
温
飽
に

在
り
。
君
子
は
則
ち
否
。
事
ふ
る
所
は
天
職
な
り
。
敏
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
一

言
出
だ
し
て
民
其
の
過
ち
を
知
る
な
り
。
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
上
に
在
る
の

人
、
當ま

さ

に
爾し
か

る
べ
し
。
學
び
て
民
の
徳
を
成
長
せ
し
む
る
者
、
當
に
爾
る
べ
し
。

故
に
曰
は
く
、
君
子
の
行
ひ
な
り
。
凡
そ
孔
子
の
い
は
ゆ
る
學
と
は
、
先
王
の
道

を
學
ぶ
な
り
。
有
道
は
道
藝
有
る
者
を
言
ふ
。
先
王
の
道
存
す
。
故
に
有
道
に
就

き
て
正
す
。
こ
れ
を
學
を
好
む
と
謂
ふ
な
り
。
魯
按
ず
る
に
、
夫
子
好
學
を
以
て

稱
す
る
者
、
門
弟
子
に
在
り
て
獨
り
顔
子
有
る
の
み
。
君
子
學
び
て
以
て
其
の
道

を
致
す
。
學
ば
ざ
れ
ば
則
ち
以
て
其
の
道
を
致
す
こ
と
莫
し
。
見
る
べ
し
、
學
を

好
む
の
君
子
の
大
行
た
る
な
り
。
故
に
衛
孔
圉
の
汰
な
る
、
苟
も
敏
に
し
て
學
を

好
み
、
下
問
を
恥
ぢ
ざ
る
の
美
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
文
と
諡
さ
る
る
こ
と
非
ざ
る

に
あ
ら
ず
。
蓋
し
君
子
の
大
行
を
失
せ
ざ
る
を
取
る
か
。

　
君
子
が
心
を
用
い
る
と
こ
ろ
を
語
る
。

　
荻
生
徂
徠
が
言
う
に
は
、「
食
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
求
め
ず
、

居
所
は
安
ん
ず
る
こ
と
を
求
め
な
い
。
物
事
に
敏
感
で
言
葉
を
愼
む
。
こ
れ
は
君

子
之
行
い
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
有
道
の
者
に
つ
い
て
正
す
。
そ
う
し
て
初
め
て

学
を
好
む
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
。
思
う
に
、
小
人
の
志
は
温
か
い
家

や
お
な
か
い
っ
ぱ
い
の
食
物
に
あ
る
。
君
子
は
そ
う
で
は
な
い
。
仕
事
は
天
か
ら

与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
敏
感
で
な
く
て
よ
い
わ
け
が
な
い
。
一
言
口
に
出
せ

ば
人
民
は
そ
の
過
ち
を
知
る
、
慎
ま
な
く
て
よ
い
わ
け
が
な
い
。
上
に
立
つ
人
は

ま
さ
に
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
学
ん
で
民
の
徳
を
成
長
さ
せ
る
者
は
、
ま
さ
に

こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
君
子
の
行
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
お
し
な
べ

て
、
孔
子
の
言
う
学
と
は
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
有
道
と
は
道
芸
あ

る
者
を
言
う
。（
道
芸
に
は
）
先
王
の
道
が
存
在
す
る
。
だ
か
ら
有
道
に
つ
い
て

正
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
学
を
好
む
と
言
う
。
魯

わ
た
く
し

が
考
え
る
に
、
夫
子
が
学
を

好
む
と
称
し
た
者
は
、
門
弟
子
の
中
で
た
だ
顔
子
の
み
で
あ
る
。
君
子
は
学
ん
で

道
に
行
き
着
く
。
学
ば
な
け
れ
ば
道
に
行
き
着
か
な
い
。
学
問
を
好
む
と
い
う
こ

と
が
君
子
の
大
い
な
る
行
い
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
だ
か
ら
衛
の
孔
圉
の

よ
う
な
者
で
も
、
も
し
物
事
に
敏
感
で
学
問
を
好
み
、
目
下
の
も
の
に
尋
ね
る
こ

と
を
恥
と
し
な
い
立
派
さ
が
あ
れ
ば
、
文
と
諡
さ
れ
な
い
こ
と
が
な
い
〔『
論

語
』
公
冶
長
第
五
〕。
思
う
に
、
君
子
の
大
い
な
る
行
い
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と

を
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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語
君
子
之
用
心
也
。

　
茂
卿
曰
、
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
而
慎
於
言
、
是
君
子
之
行
也
。
然

必
就
有
道
而
正
焉
。
而
後
可
謂
好
學
也
已
。
蓋
小
人
之
志
在
温
飽
、
君
子
則
否
。

所
事
天
職
也
。
不
可
不
敏
焉
。
一
言
出
而
民
知
其
過
也
。
不
可
不
慎
焉
。
在
上
之

人
當
爾
。
學
而
成
長
民
之
徳
者
、
當
爾
。
故
曰
君
子
之
行
也
。
凡
孔
子
所
謂
學

者
、
學
先
王
之
道
也
。
有
道
、
言
有
道
藝
者
。
先
王
之
道
存
焉
。
故
就
有
道
而
正

焉
。
謂
之
好
學
也
。
魯
按
、
夫
子
以
好
學
稱
者
、
在
門
弟
子
獨
有
顔
子
而
已
。
君

子
學
以
致
其
道
。
不
學
則
莫
以
致
其
道
焉
。
可
見
好
學
之
為
君
子
之
大
行
也
。
故

衛
孔
圉
之
汰
、
苟
有
敏
而
好
學
、
不
恥
下
問
之
美
、
則
不
非
其
諡
文
。
蓋
取
不
失

君
子
之
大
行
也
與
。

　
君
子
の
用
心
を
語
る
な
り
。

　
茂
卿
曰
は
く
、
食
は
飽
く
る
を
求
め
ず
、
居
は
安
ん
ず
る
を
求
め
ず
。
事
に
敏

に
し
て
言
に
慎
む
。
是
れ
君
子
の
行
ひ
な
り
。
然
れ
ど
も
必
ず
有
道
に
就
き
て
正

す
。
而
る
後
に
學
を
好
む
と
謂
ふ
べ
き
な
る
の
み
と
。
蓋
し
小
人
の
志
は
温
飽
に

在
り
。
君
子
は
則
ち
否
。
事
ふ
る
所
は
天
職
な
り
。
敏
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
一

言
出
だ
し
て
民
其
の
過
ち
を
知
る
な
り
。
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
上
に
在
る
の

人
、
當ま

さ

に
爾し
か

る
べ
し
。
學
び
て
民
の
徳
を
成
長
せ
し
む
る
者
、
當
に
爾
る
べ
し
。

故
に
曰
は
く
、
君
子
の
行
ひ
な
り
。
凡
そ
孔
子
の
い
は
ゆ
る
學
と
は
、
先
王
の
道

を
學
ぶ
な
り
。
有
道
は
道
藝
有
る
者
を
言
ふ
。
先
王
の
道
存
す
。
故
に
有
道
に
就

き
て
正
す
。
こ
れ
を
學
を
好
む
と
謂
ふ
な
り
。
魯
按
ず
る
に
、
夫
子
好
學
を
以
て

稱
す
る
者
、
門
弟
子
に
在
り
て
獨
り
顔
子
有
る
の
み
。
君
子
學
び
て
以
て
其
の
道

を
致
す
。
學
ば
ざ
れ
ば
則
ち
以
て
其
の
道
を
致
す
こ
と
莫
し
。
見
る
べ
し
、
學
を

好
む
の
君
子
の
大
行
た
る
な
り
。
故
に
衛
孔
圉
の
汰
な
る
、
苟
も
敏
に
し
て
學
を

好
み
、
下
問
を
恥
ぢ
ざ
る
の
美
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
文
と
諡
さ
る
る
こ
と
非
ざ
る

に
あ
ら
ず
。
蓋
し
君
子
の
大
行
を
失
せ
ざ
る
を
取
る
か
。

　
君
子
が
心
を
用
い
る
と
こ
ろ
を
語
る
。

　
荻
生
徂
徠
が
言
う
に
は
、「
食
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
求
め
ず
、

居
所
は
安
ん
ず
る
こ
と
を
求
め
な
い
。
物
事
に
敏
感
で
言
葉
を
愼
む
。
こ
れ
は
君

子
之
行
い
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
有
道
の
者
に
つ
い
て
正
す
。
そ
う
し
て
初
め
て

学
を
好
む
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
。
思
う
に
、
小
人
の
志
は
温
か
い
家

や
お
な
か
い
っ
ぱ
い
の
食
物
に
あ
る
。
君
子
は
そ
う
で
は
な
い
。
仕
事
は
天
か
ら

与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
敏
感
で
な
く
て
よ
い
わ
け
が
な
い
。
一
言
口
に
出
せ

ば
人
民
は
そ
の
過
ち
を
知
る
、
慎
ま
な
く
て
よ
い
わ
け
が
な
い
。
上
に
立
つ
人
は

ま
さ
に
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
学
ん
で
民
の
徳
を
成
長
さ
せ
る
者
は
、
ま
さ
に

こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
君
子
の
行
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
お
し
な
べ

て
、
孔
子
の
言
う
学
と
は
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
有
道
と
は
道
芸
あ

る
者
を
言
う
。（
道
芸
に
は
）
先
王
の
道
が
存
在
す
る
。
だ
か
ら
有
道
に
つ
い
て

正
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
学
を
好
む
と
言
う
。
魯

わ
た
く
し

が
考
え
る
に
、
夫
子
が
学
を

好
む
と
称
し
た
者
は
、
門
弟
子
の
中
で
た
だ
顔
子
の
み
で
あ
る
。
君
子
は
学
ん
で

道
に
行
き
着
く
。
学
ば
な
け
れ
ば
道
に
行
き
着
か
な
い
。
学
問
を
好
む
と
い
う
こ

と
が
君
子
の
大
い
な
る
行
い
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
だ
か
ら
衛
の
孔
圉
の

よ
う
な
者
で
も
、
も
し
物
事
に
敏
感
で
学
問
を
好
み
、
目
下
の
も
の
に
尋
ね
る
こ

と
を
恥
と
し
な
い
立
派
さ
が
あ
れ
ば
、
文
と
諡
さ
れ
な
い
こ
と
が
な
い
〔『
論

語
』
公
冶
長
第
五
〕。
思
う
に
、
君
子
の
大
い
な
る
行
い
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と

を
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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十
五

子
貢
曰
、
貧
而
無
諂
、
富
而
無
驕
、
何
如
。
子
曰
、
可
也
。
未
若
貧
而
樂
道
、
富

而
好
禮
者
也
。
子
貢
曰
、
詩
云
、
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
。
其
斯
之
謂
與
。
子

曰
、
賜
也
、
始
可
與
言
詩
已
矣
。
告
諸
往
、
而
知
來
者
。

子
貢
曰
は
く
、
貧
し
く
し
て
諂
ふ
こ
と
無
く
、
富
み
て
驕
る
こ
と
無
き
は
、
何

如
。
子
の
た
ま
は
く
、
可
な
り
。
未
だ
貧
し
く
し
て
道
を
樂
し
み
、
富
み
て
禮
を

好
む
者
に
若
か
ざ
る
な
り
。
子
貢
曰
は
く
、
詩
に
云
ふ
、
切
す
る
が
如
く
磋
す
る

が
如
く
、
琢
す
る
が
如
く
磨
す
る
が
如
し
と
。
其
れ
斯
の
謂
ひ
か
。
子
の
た
ま
は

く
、
賜
や
、
始
め
て
與と

も

に
詩
を
言
ふ
べ
き
の
み
。
諸こ
れ

に
往
を
告
げ
て
、
來
る
者
を

知
る
。

子
貢
が
言
っ
た
。「
貧
し
く
て
も
諂
う
こ
と
な
く
、
豊
か
で
あ
っ
て
も
驕
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
の
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
ま
あ
い

い
。
ま
だ
、
貧
し
く
て
も
道
を
楽
し
み
、
豊
か
で
あ
っ
て
も
礼
を
好
む
と
い
う
の

に
は
か
な
わ
な
い
よ
。」
子
貢
が
言
っ
た
。「『
詩
経
』〔
衛
風
・
淇
奥
篇
〕
に
『
骨

や
象
牙
や
、
玉
や
石
を
研
ぎ
磨
く
よ
う
に
。』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
賜
よ
、
は
じ
め
て
と
も
に
詩
を
語
る
こ

と
が
で
き
る
ね
。
す
で
に
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
言
う
こ
と
が
分
か
る
の
だ

か
ら
。」

　
因
問
語
賢
者
之
行
也
。

　夫富
、
不
與
驕
期
、
而
驕
自
至
。
貧
不
與
諂
期
而
諂
自
至
。
人
士
雖
有
學
識

者
、
或
所
不
免
。
故
曰
、
貧
而
無
怨
難
、
富
而
無
驕
易
。
子
貢
不
受
命
而
貨
殖
。

其
富
有
也
。
結
駟
連
騎
、
遊
説
諸
侯
。
為
奔
輳
之
友
於
夫
子
。
非
少
壮
之
可
辨
。

豈
不
卓
犖
盛
行
乎
。
雖
然
、
視
諸
伊
尹
樂
尭
舜
之
道
於
竡
畝
、
周
公
禮
待
賢
士
於

衡
宰
、
亦
有
間
遠
矣
。
是
問
答
所
由
来
也
。
茂
卿
觧
此
章
、
以
為
治
民
之
事
、
其

所
引
用
、
亦
頗
確
乎
。
可
據
。
然
使
民
皆
貧
而
樂
道
、
富
而
好
禮
者
、
豈
可
得

乎
。
且
古
所
謂
富
者
、
多
兼
貴
言
之
。
何
則
聖
人
制
民
之
産
、
仰
以
事
父
母
、
俯

以
養
妻
子
、
保
生
送
死
無
憾
、
則
足
矣
。
故
唐
虞
三
代
之
盛
、
耕
甫
田
而
食
、
繞

康
衢
而
居
者
、
無
貧
乏
不
聊
生
者
。
亦
無
富
厚
不
安
分
者
。
若
其
有
之
、
蓋
在
春

秋
政
亂
之
際
乎
。
鄭
商
人
弦
高
将
市
於
周
、
遇
秦
師
。
以
乗
韋
先
牛
十
二
、
以
犒

秦
師
。
豈
非
子
貢
貨
殖
連
騎
之
比
耶
。
既
有
陶
朱
公
倚
頓
輩
。
至
呂
不
韋
奇
貨
而

極
矣
。
聖
人
之
治
而
有
此
陋
乎
。
故
記
曰
、
禮
不
下
庶
人
。
為
庶
人
遽
其
事
而
不

能
充
禮
故
也
。
由
是
推
之
、
夫
子
豈
得
有
使
民
富
而
好
禮
之
言
哉
。
可
謂
誤
矣
。

朱
熹
就
子
貢
身
上
説
之
、
不
可
易
也
。
切
磋
琢
磨
之
觧
、
茂
卿
特
詳
悉
、
莫
以
尚

焉
。
往
者
、
已
往
也
。
来
者
、
将
来
也
。
古
文
之
略
而
不
密
。
似
梗
而
古
奥
甚
。

皇
侃
本
、
作
樂
道
。
今
従
之
。

　
問
ひ
に
因
り
て
賢
者
の
行
ひ
を
語
る
な
り
。

　
夫
れ
富
は
驕
り
を
期
せ
ず
し
て
驕
り
自
づ
か
ら
至
る
。
貧
は
諂
ひ
を
期
せ
ず
し

て
諂
ひ
自
づ
か
ら
至
る
。
人
士
、
學
識
有
る
者
と
雖
も
或
い
は
免
れ
ざ
る
所
な

り
。
故
に
曰
は
く
、
貧
し
く
し
て
怨
み
無
き
こ
と
難
し
、
富
み
て
驕
り
無
き
こ
と

易
し
と
。
子
貢
命
を
受
け
ず
し
て
貨
殖
す
。
其
の
富
有
る
な
り
。
駟
を
結
び
て
騎

を
連
ね
、
諸
侯
に
遊
説
し
、
夫
子
に
奔
輳
の
友
た
る
。
少
壮
の
辨
ず
べ
き
に
あ
ら
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ず
。
豈
に
卓
犖
た
る
盛
行
あ
ら
ざ
る
や
。
然
り
と
雖
も
諸
を
伊
尹
尭
舜
の
道
を
竡

畝
に
樂
し
み
、
周
公
賢
士
を
衡
宰
に
禮
待
す
る
に
視
れ
ば
、
亦
間
有
り
て
遠
し
。

是
の
問
答
の
由
来
す
る
所
な
り
。
茂
卿
此
の
章
を
觧
く
に
、
以
て
治
民
の
事
と
為

し
、
其
の
引
用
す
る
所
、
亦
頗
る
確
乎
と
し
て
據
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
民
を
し
て

皆
貧
し
く
し
て
道
を
樂
し
ま
せ
、
富
み
て
禮
を
好
ま
し
む
る
者
、
豈
に
得
べ
け
ん

や
。
且
つ
古
の
謂
は
ゆ
る
富
と
は
、
多
く
は
貴
き
を
兼
ね
て
こ
れ
を
言
ふ
。
何
と

な
れ
ば
則
ち
聖
人
民
の
産
を
制
し
て
、
仰
ぐ
に
父
母
に
事
ふ
る
を
持
っ
て
し
、
俯

く
に
妻
子
を
養
ふ
を
以
て
し
、
生
を
保
ち
て
死
を
送
り
、
憾う

ら

み
な
け
れ
ば
則
ち
足

る
。
故
に
唐
虞
三
代
の
盛
ん
な
る
、
甫
田
を
耕
し
て
食
べ
、
康
衢
を
繞め

ぐ

り
て
居
る

者
、
貧
乏
に
し
て
生
を
聊
か
に
せ
ざ
る
者
無
く
、
亦
富
厚
に
し
て
分
に
安
ん
ぜ
ざ

る
者
無
し
。
若
し
其
れ
こ
れ
有
ら
ば
、
蓋
し
春
秋
政
亂
の
際
に
在
ら
ん
か
。
鄭
の

商
人
弦
高
、
将
に
周
に
市
せ
ん
と
し
て
秦
師
に
遇
ふ
。
乗
韋
を
以
て
牛
十
二
を
先

と
し
て
、
以
て
秦
師
を
犒ね

ぎ
ら

ふ
。
豈
に
子
貢
貨
殖
し
て
騎
を
連
ぬ
る
の
比
に
非
ざ

る
や
。
既
に
し
て
陶
朱
公
倚
頓
の
輩
あ
り
、
呂
不
韋
奇
貨
を
居
く
に
至
り
て
極
ま

る
。
聖
人
の
治
に
し
て
此
の
陋
有
ら
ん
や
。
故
に
記
に
曰
は
く
、
禮
は
庶
人
に
下

さ
ず
と
。
庶
人
其
の
事
を
遽に

は
か

に
し
て
禮
を
充
た
す
こ
と
能
は
ず
と
為
す
が
故
な

り
。
是
れ
に
由
り
て
こ
れ
を
推
す
に
、
夫
子
豈
に
民
を
し
て
富
み
て
禮
を
好
ま
し

む
る
の
言
有
る
を
得
ん
や
。
誤
り
と
謂
ふ
べ
し
。
朱
熹
子
貢
の
身
上
に
就
き
て
こ

れ
を
説
く
も
易
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
切
磋
琢
磨
の
觧
、
茂
卿
特
に
詳
悉
た
り

て
以
て
尚
ぶ
こ
と
莫
し
。
往
は
、
已
に
往
く
な
り
。
来
は
、
将
に
来
る
ん
と
す
る

な
り
。
古
文
の
略
し
て
密
な
ら
ざ
る
、
梗ふ

さ

ぐ
に
似
て
古
奥
甚
だ
し
。
皇
侃
本
、
道

を
樂
し
む
に
作
る
。
今
こ
れ
に
従
ふ
。

　
（
子
貢
の
）
問
い
に
よ
っ
て
賢
者
の
行
い
を
語
る
。

　
　そも
そ
も
富
は
、
驕
り
を
予
定
せ
ず
し
て
驕
り
が
自
然
と
至
り
、
貧
し
さ

は
、
諂
う
こ
と
を
予
定
せ
ず
し
て
諂
い
が
自
然
と
至
る
。
教
養
や
地
位
の
有
る
人

で
学
識
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら

「
貧
し
く
て
も
怨
ま
な
い
で
い
る
の
は
難
し
く
、
富
み
て
驕
ら
な
い
で
い
る
の
は

易
し
い
」〔『
論
語
』
憲
問
第
十
四
〕
と
言
う
の
で
あ
る
。
子
貢
は
命
を
受
け
な
い

の
に
貨
殖
し
た
〔『
論
語
』
先
進
第
十
一
〕。
彼
に
は
富
が
あ
っ
た
。
四
頭
だ
て
の

馬
車
に
馬
を
連
ら
ね
て
諸
侯
を
遊
説
し
、
夫
子
と
馬
車
を
奔
ら
せ
る
友
と
な
っ

た
。
若
者
が
わ
き
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
非
常
に
す

ぐ
れ
た
こ
と
を
盛
ん
に
行
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
と

伊
尹
が
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
尭
舜
の
道
を
樂
し
ん
だ
こ
と
や
、
周
公
が
賢
士
を
衡

宰
に
礼
を
つ
く
し
て
待
遇
し
た
こ
と
と
見
比
べ
る
と
、
や
は
り
遠
く
隔
た
っ
て
い

る
。（
こ
の
章
の
）
問
答
が
起
こ
っ
た
理
由
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠
は
こ
の
章
を
解

釈
す
る
の
に
、
民
を
治
め
る
こ
と
と
解
釈
し
、
引
用
し
た
と
こ
ろ
も
確
乎
と
し
て

根
拠
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
人
民
に
皆
貧
し
く
て
も
道
を
楽
し
み
、
豊
か
で

あ
っ
て
も
礼
を
好
む
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
出
来
よ
う
か
。

し
か
も
い
に
し
え
の
い
わ
ゆ
る
富
と
は
、
多
く
は
身
分
が
高
い
こ
と
も
兼
ね
て
言

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
聖
人
が
人
民
に
行
っ
た
政
策
は
、
仰
げ
ば
父
母
に
お
仕
え

し
、
俯
い
て
は
妻
子
を
養
う
〔『
孟
子
』
梁
惠
王
上
〕
よ
う
に
す
る
。
生
き
て
い

る
人
を
養
い
、
亡
く
な
っ
た
人
を
送
る
の
に
憾
み
が
な
け
れ
ば
充
分
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
唐
虞
三
代
の
盛
ん
な
世
の
中
で
は
、
甫
田
を
耕
し
て
食
べ
、
大
小
の
道
路

を
め
ぐ
ら
し
て
住
む
者
に
、
貧
乏
で
も
人
生
を
ど
う
に
か
運
ば
な
い
者
は
無
く
、

豊
か
で
も
自
分
の
分
に
安
ん
じ
な
い
者
は
無
か
っ
た
。
も
し
こ
れ
ら
の
人
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
思
う
に
、
春
秋
の
政
が
乱
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
鄭
の
商

人
弦
高
は
周
で
商
売
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
秦
の
軍
隊
に
遭
遇
し
た
。
な
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。
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、
亦
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の
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連
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此
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、
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と
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す
が
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な
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是
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に
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、
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て
禮
を
好
ま
し

む
る
の
言
有
る
を
得
ん
や
。
誤
り
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し
。
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熹
子
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の
身
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に
就
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こ

れ
を
説
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も
易
と
す
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か
ら
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な
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。
切
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磨
の
觧
、
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卿
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に
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と
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り
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来
は
、
将
に
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ん
と
す
る
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り
。
古
文
の
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し
て
密
な
ら
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、
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し
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む
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（
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　そも
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も
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は
、
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り
を
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せ
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て
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り
が
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り
、
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は
、
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を
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せ
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て
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い
が
自
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と
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る
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位
の
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る
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で
学
識
が
あ
る
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て
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、
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る
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る
こ
と
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で
き
な
い
。
だ
か
ら

「
貧
し
く
て
も
怨
ま
な
い
で
い
る
の
は
難
し
く
、
富
み
て
驕
ら
な
い
で
い
る
の
は

易
し
い
」〔『
論
語
』
憲
問
第
十
四
〕
と
言
う
の
で
あ
る
。
子
貢
は
命
を
受
け
な
い

の
に
貨
殖
し
た
〔『
論
語
』
先
進
第
十
一
〕。
彼
に
は
富
が
あ
っ
た
。
四
頭
だ
て
の

馬
車
に
馬
を
連
ら
ね
て
諸
侯
を
遊
説
し
、
夫
子
と
馬
車
を
奔
ら
せ
る
友
と
な
っ

た
。
若
者
が
わ
き
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
非
常
に
す

ぐ
れ
た
こ
と
を
盛
ん
に
行
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
と

伊
尹
が
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
尭
舜
の
道
を
樂
し
ん
だ
こ
と
や
、
周
公
が
賢
士
を
衡

宰
に
礼
を
つ
く
し
て
待
遇
し
た
こ
と
と
見
比
べ
る
と
、
や
は
り
遠
く
隔
た
っ
て
い

る
。（
こ
の
章
の
）
問
答
が
起
こ
っ
た
理
由
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠
は
こ
の
章
を
解

釈
す
る
の
に
、
民
を
治
め
る
こ
と
と
解
釈
し
、
引
用
し
た
と
こ
ろ
も
確
乎
と
し
て

根
拠
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
人
民
に
皆
貧
し
く
て
も
道
を
楽
し
み
、
豊
か
で

あ
っ
て
も
礼
を
好
む
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
出
来
よ
う
か
。

し
か
も
い
に
し
え
の
い
わ
ゆ
る
富
と
は
、
多
く
は
身
分
が
高
い
こ
と
も
兼
ね
て
言

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
聖
人
が
人
民
に
行
っ
た
政
策
は
、
仰
げ
ば
父
母
に
お
仕
え

し
、
俯
い
て
は
妻
子
を
養
う
〔『
孟
子
』
梁
惠
王
上
〕
よ
う
に
す
る
。
生
き
て
い

る
人
を
養
い
、
亡
く
な
っ
た
人
を
送
る
の
に
憾
み
が
な
け
れ
ば
充
分
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
唐
虞
三
代
の
盛
ん
な
世
の
中
で
は
、
甫
田
を
耕
し
て
食
べ
、
大
小
の
道
路

を
め
ぐ
ら
し
て
住
む
者
に
、
貧
乏
で
も
人
生
を
ど
う
に
か
運
ば
な
い
者
は
無
く
、

豊
か
で
も
自
分
の
分
に
安
ん
じ
な
い
者
は
無
か
っ
た
。
も
し
こ
れ
ら
の
人
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
思
う
に
、
春
秋
の
政
が
乱
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
鄭
の
商

人
弦
高
は
周
で
商
売
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
秦
の
軍
隊
に
遭
遇
し
た
。
な
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め
し
皮
四
枚
を
持
っ
て
牛
十
二
頭
を
す
す
め
、
秦
の
軍
隊
を
ね
ぎ
ら
っ
た
〔『
春

秋
左
氏
伝
』
僖
公
三
十
三
年
〕。
ど
う
し
て
子
貢
が
金
儲
け
を
し
て
馬
を
連
ら
ね

る
と
い
う
こ
と
と
比
べ
ら
れ
よ
う
か
。
そ
の
う
ち
に
陶
朱
公
や
倚
頓
の
（
よ
う
な

莫
大
な
財
産
を
築
い
た
）
輩
が
出
て
、
呂
不
韋
が
秦
の
公
子
と
い
う
掘
り
出
し
物

を
手
に
入
れ
た
と
こ
ろ
に
（
富
は
）
極
ま
っ
た
。
聖
人
の
治
世
に
こ
の
よ
う
な
い

や
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
『
礼
記
』〔
曲
礼
上
〕
に
言
う
に

は
、「
礼
は
庶
民
に
は
下
さ
な
い
」
と
。
庶
民
が
に
わ
か
に
そ
の
こ
と
を
行
っ
て

も
、
礼
を
充
分
に
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

推
し
て
考
え
る
と
、
夫
子
は
ど
う
し
て
人
民
に
豊
か
で
あ
っ
て
も
礼
を
好
ま
せ
よ

う
と
い
う
言
を
出
だ
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
朱
子
は
子

貢
の
身
の
上
に
つ
い
て
こ
の
章
を
解
説
す
る
が
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
切
磋
琢

磨
の
解
釈
は
、
荻
生
徂
徠
は
特
に
詳
し
い
が
、
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

往
と
は
す
で
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
来
と
は
ま
さ
に
来
よ
う
と
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
文
が
省
略
し
て
き
っ
ち
り
と
書
い
て
い
な
い
の
は
、
塞
ぎ

と
め
る
よ
う
に
見
え
て
、
は
な
は
だ
古
風
で
難
解
で
あ
る
。
皇
侃
本
に
は
「
道
を

楽
し
む
」
と
あ
り
、
い
ま
こ
れ
に
従
う
。

＊

　
＊

　
＊

十
六

子
曰
、
不
患
人
之
不
己
知
、
患
不
知
人
也
。

子
の
た
ま
は
く
、
人
の
己
を
知
ら
ざ
る
を
患
へ
ず
、
人
を
知
ら
ざ
る
を
患
ふ
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
他
人
が
自
分
を
知
ら
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
な
い
。

他
人
を
知
ら
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
る
。」

　
語
學
者
之
用
心
也
。

　茂卿
曰
、
不
患
人
之
不
己
知
、
知
命
也
。
患
不
知
人
、
仁
以
為
己
任
也
。
夫

學
、
學
先
王
之
道
也
。
學
以
成
徳
、
将
用
諸
世
、
而
世
不
我
知
、
莫
所
用
之
。
廼

負
初
志
、
學
者
之
患
。
不
亦
宜
乎
。
祗
君
子
知
命
、
故
不
患
焉
耳
。
仁
以
為
己

任
、
故
知
人
者
、
亦
将
用
之
也
。
天
或
命
我
以
國
家
。
不
知
人
則
何
以
用
之
。
故

知
人
者
、
将
器
使
之
也
。
器
使
之
道
、
天
下
無
棄
材
。
學
者
所
以
役
其
心
可
知

也
。

　
學
者
の
心
を
用
ふ
る
を
語
る
な
り
。

　
茂
卿
曰
は
く
、
人
の
己
を
知
ら
ざ
る
を
患
へ
ず
と
は
、
命
を
知
る
な
り
。
人
を

知
ら
ざ
る
を
患
ふ
と
は
、
仁
以
て
己
が
任
と
為
す
な
り
。
夫
れ
學
は
、
先
王
の
道

を
學
ぶ
な
り
。
學
び
て
以
て
徳
を
為
す
。
将
に
諸
を
世
に
用
い
ん
と
し
て
、
而
も

世
我
を
知
ら
ず
、
こ
れ
を
用
ふ
る
所
莫
し
。
廼す

な
は

ち
其
の
初
志
を
負
ふ
が
學
者
の

患
な
り
。
亦
宜
し
か
ら
ざ
る
や
。
祗た

だ
君
子
の
み
命
を
知
る
。
故
に
患
へ
ざ
る
な

り
。
仁
以
て
己
が
任
と
為
す
、
故
に
人
を
知
る
者
、
亦
将
に
こ
れ
を
用
ゐ
ん
と
す

る
な
り
。
天
或
い
は
我
に
命
ず
る
に
國
家
を
以
て
す
。
人
を
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
何

を
以
て
か
こ
れ
を
用
ゐ
ん
。
故
に
人
を
知
る
者
、
将
に
こ
れ
を
器
使
せ
ん
と
す
る

な
り
。
器
使
の
道
は
、
天
下
に
棄
材
無
し
。
學
者
其
の
心
を
役
す
る
所
以
、
知
る

べ
き
な
り
。
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学
問
を
修
め
る
者
の
心
の
使
い
方
を
語
る
。

　
荻
生
徂
徠
は
言
う
。「『
人
が
自
分
を
知
ら
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
な
い
』
に
つ

い
て
、（
知
る
と
は
）
命
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
人
を
知
ら
な
い
こ
と
を

気
に
か
け
る
』
に
つ
い
て
、
仁
を
自
分
の
任
務
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
。
そ
も
そ
も
学
と
は
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
学
ぶ
こ
と
で
徳
を
完

成
さ
せ
、
そ
の
徳
を
世
の
中
で
用
い
よ
う
と
し
て
も
、
世
の
中
が
自
分
を
知
ら

ず
、
用
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
初
志
を
背
負
っ
て
い
る
の
が
学
問

を
修
め
る
人
の
心
配
事
で
あ
る
。
な
ん
と
宜
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
た
だ
君
子

の
み
天
命
を
知
る
。
だ
か
ら
心
配
し
な
い
の
で
あ
る
。
仁
を
自
分
の
任
務
と
す

る
、
だ
か
ら
人
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
や
は
り
人
を
用
い
よ
う
と
す
る
。
天
が
も

し
も
自
分
に
国
家
を
（
つ
か
さ
ど
る
こ
と
を
）
命
じ
た
と
し
た
ら
、
人
を
知
ら
な

け
れ
ば
ど
う
や
っ
て
人
を
用
い
よ
う
か
。
だ
か
ら
人
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
相
手

を
能
力
に
応
じ
て
用
い
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
能
力
に
応
じ
て
用
い
る
方
法
に

お
い
て
は
、
天
下
に
棄
て
る
べ
き
人
材
は
な
い
。
学
問
を
修
め
る
者
が
心
を
働
か

せ
る
理
由
が
分
か
る
。

※
「『
論
語
語
由
』
活
字
化
と
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
（
一
）」
に
つ
い
て
は
『
比
較
思
想

論
輯
』
第
18
号
、
比
較
思
想
学
会
福
岡
支
部
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
掲
載
し
た
。
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学
問
を
修
め
る
者
の
心
の
使
い
方
を
語
る
。

　
荻
生
徂
徠
は
言
う
。「『
人
が
自
分
を
知
ら
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
な
い
』
に
つ

い
て
、（
知
る
と
は
）
命
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
人
を
知
ら
な
い
こ
と
を

気
に
か
け
る
』
に
つ
い
て
、
仁
を
自
分
の
任
務
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
。
そ
も
そ
も
学
と
は
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
学
ぶ
こ
と
で
徳
を
完

成
さ
せ
、
そ
の
徳
を
世
の
中
で
用
い
よ
う
と
し
て
も
、
世
の
中
が
自
分
を
知
ら

ず
、
用
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
初
志
を
背
負
っ
て
い
る
の
が
学
問

を
修
め
る
人
の
心
配
事
で
あ
る
。
な
ん
と
宜
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
た
だ
君
子

の
み
天
命
を
知
る
。
だ
か
ら
心
配
し
な
い
の
で
あ
る
。
仁
を
自
分
の
任
務
と
す

る
、
だ
か
ら
人
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
や
は
り
人
を
用
い
よ
う
と
す
る
。
天
が
も

し
も
自
分
に
国
家
を
（
つ
か
さ
ど
る
こ
と
を
）
命
じ
た
と
し
た
ら
、
人
を
知
ら
な

け
れ
ば
ど
う
や
っ
て
人
を
用
い
よ
う
か
。
だ
か
ら
人
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
相
手

を
能
力
に
応
じ
て
用
い
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
能
力
に
応
じ
て
用
い
る
方
法
に

お
い
て
は
、
天
下
に
棄
て
る
べ
き
人
材
は
な
い
。
学
問
を
修
め
る
者
が
心
を
働
か

せ
る
理
由
が
分
か
る
。

※
「『
論
語
語
由
』
活
字
化
と
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
（
一
）」
に
つ
い
て
は
『
比
較
思
想

論
輯
』
第
18
号
、
比
較
思
想
学
会
福
岡
支
部
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
掲
載
し
た
。


